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全日本高等専門学校バドミント勁1巽手権大会

大会期日

競技会場
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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首、他の4本 を翼にして、鳩を表徴している。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること

を求める。

心、技、体の3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏             赤 澤 鉱太郎

作家のご紹介

元 京都高等工芸学校助教授

元 京都市染色試験所図案部長
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社団法人 全国高等専門学校体育協会

ヽ
三
ヘ

ノ

７ 冷 水 佐 壽

このたび、九州 。沖縄を担当地区として開催されます第44回全国高等専門学校体育

大会に、全国61校 62キ ャンパスの高等専門学校を代表する学生諸君が集い「暑い夏

2009も っと熱くなれ !!」 をスローガンに、盛大なる若人の祭典が繰 り広げられま

すことは、誠に喜びにたえません。

大会は、都城工業高等専門学校を担当校とし、同校並びに久留米工業高等専門学校、

有明工業高等専門学校、北九州工業高等専門学校、佐世保工業高等専門学校、熊本電波

工業高等専門学校、人代工業高等専門学校、大分工業高等専門学校、鹿児島工業高等専

門学校、沖縄工業高等専門学校及び神戸市立工業高等専門学校の 11校を開催校として

14種 目が行われます。全国 8地区の予選を勝ち抜いて本大会に出場の栄誉を得られた

皆さんが、厳 しい練習の中でこれまで培ってこられた力を遺憾なく発揮され、正々堂々

と健闘されるとともに、それぞれの競技を通して全国高専生の友情の輪が育まれること

を期待してお ります。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を

与え、技術の向上とアマチュアスポ~ツ精神の高揚を図り、心身とも健康な学生を育成

するとともに、高等専門学校相互の親睦を図ることにあります。

参加される皆さん一人ひとりが本大会の目的を念頭におかれ、高等専門学校の学生と

して、また、スポーツを愛する人間として節度ある行動のもとに、所期の目的を達成さ

れますことを期待 します。

終わりになりますが、本大会の開催に当たり多大なるご尽力をいただきました競技開

催校の関係者各位に深く感謝いたします。

また、主催 していただきました各競技団体、ご支援くださいました文部科学省、財団

法人日本体育協会、宮崎県、沖縄県、長崎県、鹿児島県、大分県、福岡県、熊本県、宮

崎市、都城市、宜野湾市、名護市、佐世保市、霧島市、別府市、北九州市、大牟田市、

福岡市、久留米市、熊本市、人代市、宇城市をはじめ、多数の関係機関・団体と、ご協

力くださいました多くの皆様に心よりお礼申し上げ挨拶といたします。

長
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文部科学大臣

塩 谷
_L

エ

我が国においては、社会の複雑化、人間関係の希薄化などにより、精神的ス トレスが増

加 した り、 日常生活の中で体を動かす機会が減少 し、体力が低下した りするなど、心身両

面にわたる健康上の問題が顕在化 していきます。そ うした中でスポーツは、心身の健全な

発達を促 し、人々に夢や感動を与えるとともに、人 と人 とのつなが りを深める重要な役割

を担 うものであります。

本大会は、全国の高等専門学校生の目指す最高峰の大会として、学生の心身の健康の保

持増進や我が国のスポーツの振興に大きく貢献してきた伝統ある大会です。

選手の皆さんは、それぞれ健康状態を万全に保ち、日ごろ積み重ねてきた練習の成果を

最大限に発揮してください。また全国各地から集まった仲間との親睦を大いに深め、今後

の人生に大きな財産としてくれることを期待します。

終わりに、社団法人全国高等専門学校体育協会をはじめ、本大会の開催に尽力された関

係の皆様に深く敬意を表すとともに、本大会の盛会と今後ますますの発展をお祈りして、

祝辞といたします。
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第44回全国高等専門学校体育大会が、全国各地から多数の選手・関係者の参加を得て

盛大に開催されますことを、心よりお祝い申し上げます。

日ごろから厳しい練習に取り組み、晴れて全国大会に出場される選手の皆さん、おめで

とうございます。また選手をこれまで支えてこられた指導者、御家族の皆様の御尽力に心

から敬意を表します。
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第 44回 全国高等専門学校体育大会

実行委員長 三 村 洋 史
(都 城 工業高等専門学校長 )

このたび、全国 61校 の高等専門学校を代表する2,000有 余名の選手の皆さ

んをここ九州 。沖縄にお迎えし、第 44回全国高等専門学校体育大会を開催できま

すことを、たいへん うれ しく思います。開催校の各高等専門学校及び担当校を代表

して心から歓迎申し上げます。

本大会は、14種 目の競技が久留米高専 (バ ドミン トン)、 有明高専 (テ ニス)、

北九州高専 (剣道)、 佐世保高専 (バ レーボール )、 熊本電波高専 (硬式野球)、

人代高専 (サ ッカー・ハン ドボール)、 大分高専 (卓球・柔道)、 鹿児島高専 (ソ

フ トテニス)、 沖縄高専 (バ スケットボール)、 神戸市立高専 (ラ グビーフッ トボ

ール)、 都城高専 (陸上・水泳)の 11高専で開催 されます。

第 44回大会のスローガンは、「暑い夏 2009 もっと熱 くなれ !!」 です。

このスローガンをはじめ、シンボルマーク・ポスターは、九州 。沖縄地区の高専生

に募集 して決定されま した。真夏の暑いとき、各地区の代表 として全国大会に出場

する選手の皆さんが、日頃の練習の成果を主開催地域である九州 。沖縄で遺憾なく

発揮 され、青春の熱き瞬間を満喫 していただきたいとい う思いが込められています。

また、競技に参加 された選手の皆さんがお互いの交流を深め、お互いに輝 く一時

を過 ごしていただきたいとい う思いも込められています。

この大会を通 じて全国の高専生同士が爽やかな友情を育み、学校の枠を越えた親

睦 と交流が一層深められ、選手の皆 さんにとって、九州・沖縄が生涯の輝か しい思

い出の一時 となることを祈念する次第です。

終わ りにな りますが、本大会を開催するに当た り、多大なご支援、ご協力をいた

だきま した関係諸団体並びに関係各位に心から感謝申し上げま して、歓迎の挨拶と

いた します。
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大 会 役 員

(fi夕 )

(財 )

(財 )

(財 )

(財 )

(具オ)

(財 )

神 戸 市 立工業 高等 専 門 学校 長

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校 長

北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校 長

熊 本 電 波 工業 高等 専門学 校 長

大 分 工 業 高 等 専 門 学 校 長

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校 長

(財)日 本 テ ニ ス 協 会 副 会 長

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(財)日 本ハン ドボール協会副会長

(財 )日 本ハン ドボール協会副会長

(財)日 本パ ドミン トン協会副会長

文 部 科 学

(財 )日 本

(財 )日 本

宮   崎

長  崎

大   分

熊   本

宮 崎 県 教

長 崎 県 教

大 分 県 教

省 高 等 教 育 局 長

体 育 協 会 会 長

水 泳 連 盟 会 長

県  知  事

県  知  事

県  知  事

県  知  事

育 委 員 会 教 育 長

育 委 員 会 教 育 長

育 委 員 会 教 育 長

名 誉 会 長

日 本 陸 上 競 技 連 盟 会 長

日本バスクントボール協会会長職務代行

日 本 パ レ ー ボ ー ル 協 会 会 長

日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

日 本 ハ ン ド ボ ー ル 協 会 会 長

日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長
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沖

鹿

福

保

朗

夫

夫

郎

貞

夫

人

士
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二

喜

和

英

原

勝

郁

義

隆

文

永

　

野

原

子

瀬

島

辺

田

矢

国

徳

森

佐

東

金

広

蒲

渡

寺

小

近畿大学工業高等専門学校長

有 明 工 業 高 等 専 門 学 校 長

佐 世保 工業 高等 専門学校 長

八 代 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鹿 児 島工業 高等 専門学校 長

都 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長

(財)日 本 テ ニ ス協会副会長

(財 )日 本ハ ン ドボール協会副会長

(財 )日 本ハン ドボール協会副会長

(財)日 本バ ドミン トン協会副会長

(財)日 本′` ドミン トン協会副会長
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生

弘

明

裕

史

一

博

司

人

雄
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雅

英

　

洋

榮

　

整

勝

義
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場

上

川

坂

村

廷

田

上

井

根

居

神

立

井

宮

赤

三

川

多

川

籾

関

顧 問

文部科学省スポーツ・青少年局長

(財)全 日 本 剣 道 連 盟 会 長

沖 縄 県 教 育 委 員 会 教 育 長

鹿 児 島県教 育委員会 教 育長

福 岡 県 教 育 委 員 会 教 育 長
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熊 本 県 教 育 委 員 会 教 育 長

宮   崎   市   長

宜 野 湾 市 長

佐 世 保 市 長

別   府    市   長

大 牟 田 市 長

久 留 米 市 長

八   代    市   長

宮 崎 市 教 育 委 員 会 教 育 長

宜 野 湾 市 教 育委 員 会 教 育長

佐 世 保 市 教 育 委 員 会 教 育長

別 府 市 教 育 委 員 会 教 育 長

福 岡 市 教 育 委 員 会 教 育 長

熊 本 市 教 育 委 員 会 教 育 長

宇城市教育委員会教育長職務代理者

(財)宮 崎 県 体 育 協 会 会 長

(財)長 崎 県 体 育 協 会 会 長

(財)大 分 県 体 育 協 会 会 長

(財)熊 本 県 体 育 協 会 会 長

(財)宮 崎 市 体 育 協 会 会 長

宜 野 湾 市 体 育 協 会 会 長

霧 島 市 体 育 協 会 会 長

大 牟 田 市 体 育 協 会 会 長

(財)久 留 米 市 体 育協 会 会長

八 代 市 体 育 協 会 会 長

宮 崎 陸 上 競 技 協 会 理 事 長

長崎県パ レーボール協会会長

大 分 県 卓 球 連 盟 会 長

(財)福 岡 県 剣 道 連 盟 会 長

(社)熊本県サ ッカー協会会長

熊 本 県 テ ニ ス 協 会 会 長

宮 崎 県 水 泳 連 盟 会 長

佐世保市バレーボール協会会長

福 岡市バ ドミン トン協会会長

熊 本 市 テ ニ ス 協 会 会 長

八 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 長

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校 長

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 長

和 歌 山 工 業 高 等 専門学 校 長

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 長

生

光

一

男

博

雄

國

志

二

雄

郎

明

嗣

治

誠

夫

郎

貞

哉

二

郎

武

治

國

義

也

視

信

誠

薫

央

見

利

徹

子

二

隆

重

洋

則

　

道

守

孝

健

茂

太

義

裕

幸

　

勇

原

勝

光

紘

喜

　

憲

守

津

勝

茂

武

　

　

隆

尊

充

木

信

本

村

波

長

田

賀

藤

田

原

城

元

司

田

牧

崎

藤

子

瀬

野

村

勁

原

口

藤

嶋

部

田

林

賀

　

松

東

村

々

川

山

津

伊

朝

浜

占

江

坂

田

官

永

郷

山

小

川

佐

金

広

永

中

嘉

上

坂

江

古

安

吉

佐

占

井

重

伊

中

佐

吉

兵 庫 県 教 育 委 員 会 教 育 長

都   城   市   長

名 護 市 長

霧 島 市 長

北  九  り11  市  長

福   岡   市   長

熊 本 市 長

宇 城 市 長

都 城 市 教 育 委 員 会 教 育 長

名 護 市 教 育 委 員 会 教 育 長

霧 島 市 教 育 委 員 会 教 育 長

大 牟 田市教 育委 員会教 育長

久留 米市 教育委 員会教 育長

八 代 市 教 育 委 員 会 教 育 長

神 戸 市 教 育 委 員 会 教 育 長

(財 )沖 縄 県 体 育 協 会 会 長

(財)鹿 児 島県体 育協会会長

(財)福 岡 県 体 育 協 会 会 長

孝

誠

和

止

治

宏

史

男

譲

一

文

雄

則

夫

志

多

郎

幸

一

吉

終

健

　

政

鐵

　

恵

肥

忠

正

國

秀

弘

祐

憲

西

峯

袋

田

橋

田

山

崎

利

嘉

田

田

　

田

口

員

藤

田

井

大

長

島

前

北

吉

幸

篠

玉

比

高

官

堤

増

橋

仲

伊

上

都 城 市 体 育 協 会 会 長

佐 世 保 市 体 育 協 会 会 長

別 府 市 体 育 協 会 会 長

(財 )福 岡 市 体 育 協 会 会 長

熊 本 市 体 育 協 会 会 長

宇 城 市 体 育 協 会 会 長

沖縄県バスケットボール協会会長

鹿児島県ソフ トテニス連盟会長

大 分 県 柔 道 連 盟 会 長

熊本県高等学校野球連盟会長

熊本県ハン ドボール協会会長

福岡県パ ドミン |ヽ ン協会会長

霧島市 ソフ トテニス連盟会長

久留米市バ ドミントン協会会長

都 城 市 水 泳 協 会 会 長

一「

木

司

部

　

峙

堤

口

中

原

田

田

日

鬼

櫛

河

井

岩

和

江

山

中

島

オ

巽

和 夫

員一

浩 幸

薫

卓

松 輝

純
　
一　

一　
郎

寛

正

圏

伸

俊

正

明
　
一　
蔵

義

政

浩

福

雅

田

野

下

保

米

丹

柳

久

孝

明

恭

郎

邦

一

泰

英

惟

振

敏

参

口
橋

谷

江

合

井

高

水

堀

落

美
　
一　

一

一　
誠

純

永

井

福

松

荒

栄

与

富 山 工 業 高 等 専 門 学 校 長

・関 工 業 高 等 専 門 学 校 長

沼 津 工 業 高 等 専 門 学 校 長

大 島 商 船 高 等 専 門 学 校 長
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実 行 委 員 会

実 行 委 員 長

都城工業高等専門学校長    三 村

員 長

洋  史

有 明 工 業 高 等 専 門 学 校 長

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校 長

八 代 工 業 高 等 専 門 学 校 長

鹿 児 島 工 業 高 等 専 門 学 校 長

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校 長

生

弘

明

裕

彦

光

雅

英

　

勝

場

上

川

坂

田

居立
・
井

宮

赤

黒

委

男

寛

明

作

祐

一

＝

三
　

英
桂
昌
龍
　
委

一口
匡

田

本

川

城

村

茂

前

塚

宮

大

糸

森

典

成

之

巧

穂

志

憲

郎

亨

裕

洋

一

弘

　

一

仁

正

一
　

雅

島

野

本

林

川

上

回

宮

崎

田

中

牧

宮

岡

中

井

野

四

山

寺

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校 長

北 九 州 工 業 高 等 専 門 学 校 長

熊 本 電 波 工 業 高 等 専 門 学 校 長

大 分 工 業 高 等 専 門 学 校 長

沖 縄 工 業 高 等 専 門 学 校 長

都 城 工業 高等 専 門 学校 学 生 主事

久留米工業高等 専門学校学生主事

北 九州 工業 高等 専門学校学生主事

熊本電波工業高等専門学校学生主事

大 分 工業 高等 専 門 学校 学 生 主事

沖縄 工業 高等 専 門 学校 学 生 主事

久留米工業高等 専門学校 体育主任

北 九州 工業高等 専門学校体育 主任

熊本電波工業高等専門学校体育主任

大 分 工業 高等 専 門学 校 体 育 主任

沖縄 工業 高 等 専 門 学 校 体 育 主任

都 城 工業 高等 専 門 学校 体 育 主任

久留米工業 高等専門学校事務部長

北 九州 工業 高等 専門学校 事務部長

熊本電波工業高等専門学校事務部長

大 分 工業 高 等 専 門学 校 事務 部 長

沖縄 工業 高等 専 門 学校 事 務 部長

都 城 工 業 高等 専 門 学校 事 務 部長

久留米工業 高等 専門学校学生課長

北九州 工業 高等 専門学校学生課長

熊本電波工業高等専門学校学生第
~課

長

人分 工 業 高 等 専円 学 校 学 生 課 長

沖縄 工業 高等 専 門 学 校 学 生 課長

功

隆

也

文

隆

二

二

生

志

行

司

志

行

雄

満

弘

義

博

雄

一

弘

義

一

康

研

博

　

信

臣

弥

　

智

誠

直

敏

文

正

明

達

史

春

信

泰

元

本

田

江

口

志

頭

田

林

谷

田

田

上

島

代

田

覇

見

見

倍

田

下

部

喜

　

　

　

内

　

　

　

　

　

　

那

櫻

山

古

武

員

龍

濱

中

川

飯

武

井

大

山

前

与

邊

酒

安

磯

山

南

貝

有 明 工 業 高 等 専 門 学校 学 生 主事

佐 世保 工業高等専門学校 学生 主事

八 代 工業 高 等 専 門 学校 学 生 主事

鹿 児島工業高等専門学校 学生 主事

神戸市立工業高等専門学校学生主事

有 明 工 業 高等 専 門 学校 体 育 主任

佐 世保 工業 高等専門学校体育 主任

八 代 工業 高等 専 門 学校 体 育 主任

鹿 児島工業高等 専門学校 体育 主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任

有明 工業高等専門学校事務部長  篠

佐世保工業高等専門学校事務部長  川

八代 工業高等専門学校 事務 部長  山

鹿児島工業高等専門学校事務部長  上

神戸市立工業高等専門学校事務室長  矢

夫

之

雄

生

夫

朝

一

信

文

今

隆

原

時

代

原

内

有 明 工業 高等 専 門 学校 学 生 課 長

佐 世保 工業高等専門学校学生課長

八代工業高等専門学校学生第一課長

鹿 児島工業高等専門学校学生課長

都 城 工 業 高 等 専 門 学校 学 生課 長

嶋

口

田

井

山

高

野

嶋

坂

中

重 俊

修

勝 憲

光太郎

泰
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試

仁

正

一
　

雅

輝

孝

大

俊

一

日

上

口

宮

崎

田

寺

田

田

本

田

師

武

井

野

四

山

寺

薬

福

岩

橋

津

長
　
員

部

委

都 城 工 業 高 等 専 門学 校

有 明 工業 高 等 専 門学校

佐世保工業高等専門学校

八 代 工 業 高 等 専 門学校

鹿児島工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

人 分 工 業 高 等 専 門 学校

佐世保工業高等専門学校

熊本電波工業高等専門学校

八代 工 業 高等 専 門学 校

鹿児島工業高等専門学校

神戸市立工業高等専円学校

都 城 工 業 高 等 専 門学校

バ ドミン トン

委員長

委 員

競1  技  部

員

小森 田

原 田

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校

久 留 米 工 業 高 等 専 門 学 校

小 山 工 業 高 等 専 門 学 校

久留米工業高等専門学校

北 九州工業高等専門学校

熊本電波工業高等専門学校

大分 工 業 高 等 専 門 学校

沖縄 工 業 高等 専 門 学校

佐 世保工業高等専門学校

佐世保工業高等専門学校

八代 工業 高 等 専 門 学校

鹿児島工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門'1枚

都城 工業 高 等 専 門学校

司

志

憲

郎

亨

裕

敏

之

助

裕

也

敏

男

委 龍 頭

濱 田

中 林

川内谷

飯 田

二

二

生

志

行

一

信

臣

弥

　

智

典

治

彦

秀

桂

穂

一

一

賢

邦

俊

　

一

幸

塚

島

円

島

名

川

松

吉

中

渕

鮫

春

中

永志 津

種 目 別 競 技 委 員

二

伸

豊

人

一

信

卓

　

　

　

雄

頭
　
　
　
　
中

野

龍

原

辻

四

小
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第44回 (平成21年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開催趣旨

全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環 として,学生に広 くスポーツ実践の機会

を与え,技術の向上とスポーツ精神の高場を図 り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高

専相互の親睦を図ることを目的として開催する。

2 主  催

社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

全国高等専門学校体育協会

日本陸上競技連盟

日本バスケットボール協会

日本バ レーボール協会

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハン ドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミン トン協会

3.主  管

(社)全国高等専門学校体育協会陸上競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会バスケットボ
ール競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会バレーボール競技専門部,(社)全国高等専門

学校体育協会 ソフ トテニス競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会卓球競技専門部,(社 )

全国高等専門学校体育協会柔道競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会剣道競技専門部 ,

(社)全国高等専門学校体育協会野球競技専門部,(社)全国高等専門学校体育協会サッカー競技

専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会ラグビーフットボール競技専門部,(社 )全国高等専
門学校体育協会ハン ドボール競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会テニス競技専門部 ,

(社)全国高等専門学校体育協会バ ドミン トン競技専門部,(社 )全国高等専門学校体育協会水泳
競技専門部,全国高等専門学校サッカー連盟,関西ラグビーフットボール協会

宮崎陸上競技協会,宮崎県水泳連盟,沖縄県バスケットボール協会,長崎県バ レーボール協会 ,

鹿児島県ソフ トテニス連盟,大分県卓球連盟,大分県柔道連盟,(社)福岡県剣道連盟,福岡県バ

ドミン トン協会,(社)熊本県サッカー協会,熊本県ハン ドボール協会,熊本県テニス協会,熊本

市テニス協会,兵庫県ラグビーフットボール協会

4 .後  援

文部科学省

(財)日 本体育協会,(財)日 本ソフ トテニス連盟,(財)日 本卓球協会,(財)全 日本柔道連盟

(財)全 日本剣道連盟,(財 )日 本水泳連盟

宮崎県,沖縄県,長崎県,鹿児島県,大分県,福岡県,熊本県

宮崎県教育委員会,沖縄県教育委員会,長崎県教育委員会,鹿児島県教育委員会,大分県教育委

員会,福岡県教育委員会,熊本県教育委員会,兵庫県教育委員会

宮崎市,都城市,宜野湾市,名護市,佐世保市,霧島市,別府市,北九州市,大牟田市,福岡市 ,

久留米市,熊本市,人代市,宇城市

宮崎市教育委員会,都城市教育委員会,宜野湾市教育委員会,名護市教育委員会,佐世保市教育委

員会,霧島市教育委員会,別府市教育委員会,大牟田市教育委員会,福岡市教育委員会,久留米市

教育委員会,熊本市教育委員会,人代市教育委員会,宇城市教育委員会,神戸市教育委員会

(財)宮崎県体育協会,(財)沖縄県体育協会,(財)長崎県体育協会,(財)鹿児島県体育協会 ,
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(財)大分県体育協会,(財 )福岡県体育協会,(財)熊本県体育協会

(財)宮崎市体育協会,都城市体育協会,宜野湾市体育協会,佐世保市体育協会,霧島市体育協会 ,

別府市体育協会,大牟田市体育協会,(財)福岡市体育協会,(財)久留米市体育協会,熊本市体

育協会,人代市体育協会,宇城市体育協会

都城市水泳協会,佐世保市バ レーボール協会,霧島市 ソフ トテニス連盟,福岡市バ ドミン トン協会 ,

久留米市バ ドミン トン協会,熊本県高等学校野球連盟

朝 日新聞社,毎 日新聞社,読売新聞社,産業経済新聞社, 日本経済新聞社, 日刊工業新聞社,フ
ジサンケイ ビジネスアイ,共同通信社,文教ニュース社,宮崎 日日新聞社,沖縄タイムス社,琉
球新報社,長崎新聞社,南 日本新聞社,大分合同新聞社,西 日本新聞社,熊本 日日新聞社,N II K,

MRT宮 崎放送,UMKテ レビ宮崎,琉球放送,琉球朝 日放送,沖縄テ レビ放送,NBC長 崎放

送,KTNテ レビ長崎,NCC長 崎文化放送,NIB長 崎国際テ レピ,MBC南 日本放送,KY
T鹿児島読売放送,KKB鹿 児島放送,KTS鹿 児島テ レビ,OBS大 分放送,TOSテ レビ大

分,OAB大 分朝 日放送,RKB毎 日放送,九州朝 日放送,FBS福 岡放送,TNCテ レビ西 日

本,TvQ九 州放送,熊本放送,テ レビ熊本, くまもと県民テレビ,熊本朝日放送

5.担当地区  九州・沖縄地区

6.担 当 校  都城工業高等専門学校

開 催 校

都城工業高等専門学校,沖縄工業高等専門学校,佐世保工業高等専門学校,鹿児島工業高等専門

学校,大分工業高等専門学校,北九州工業高等専門学校,熊本電波工業高等専門学校,人代工業

高等専門学校,有明工業高等専門学校,久留米工業高等専門学校,神戸市立工業高等専門学校

8.大会期日

平成 21年 8月 18日 (火)～ 28日 (金 )

平成 22年 1月 4日 (月 )・ 5日 (火 )。 7日 (本 )・ 9日 (上 )

(冬季は,ラ グビーフットボール競技のみ)

9.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場   ・覧衣のとお り

10_事務局

第44回全国高等専門学校体育大会事務局を,都城工業高等専門学校内に置く。

各種 目ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

11.競技方法  各種目別競技実施要項による。

12.参加資格及び参加人数

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制 定 平成 6年 3月 29日 総会)及び各種 目別競技実施要項

による。
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13.表  彰

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日 総会)及び各種 目別競技実施要項
による。

14.参加申込方法  各種目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

15.競技の組合せ  各種 目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

16.選手の変更   各種目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

17.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施 しない。

(2)種 目別開会式及び閉会式については,各種 目別競技実施要項又は各種 日ごとに定めた方法によ
る。

18.打合せのための時間

各種 日別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。

19.分担金及び参加料

(1)分担金

分担金は, 1校当た り225,000円 とし,別途,社団法人全国高等専門学校体育協会事務局から
請求書が送付 されるので,それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付する。

(2)参加料

ア.団体戦は,各種 目別競技実施要項記載の金額 とする。 1チーム当たりの金額は,「 1,800円 ×

最大登録選手数」により積算する。 (ただ し,ラ グビーフットボールは,1チーム当たり32,500
円とする。)

イ.個人戦は,選手 1人 当た り1,800円 とする。
ウ.団体戦に参加 した選手が個人戦に参加する場合は,重複 して参加料を徴収 しない。
工.納付は,各種 目別競技実施要項又は各種 目ごとに定めた方法による。なお,既納の参加料は

返還 しない。

20.宿  合  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

21 個人情報の取扱い

(1)競技結果について,個人名などをホームページ,報道等に公表 して欲 しくない者は,学校
を通 して競技開催校事務局に申し出てください。事前に申し出のない場合は,公表 します。

(2)「独立行政法人等の保有する個人情報保護に関する法律」に基づき,大会参加申込書等に
より取得 した個人情報は,大会運営,結果公表等の目的以外には使用いた しません。

22.そ の 他

(1)選 手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行 う
こと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)独 立行政法人 日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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第 44回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育
競技種日・競技 11程・開催校・競技会場

人 7̂ヽ

一覧表
担当校 :都城工業高等専門学校

競 技 種 日 競 技 日 程 開  催  校 競  技 場

陸 卜競技

平成 21年

8月 18日 (火 )～ 19日 (水 ) 都城 工業高等専門学校 宮崎県総合運動公園陸 11競技場

バスケットボール

男 子

平成21年

8月 22日 (11)～ 23日 (日 ) 沖縄工業高等専門学校 沖縄県官野湾市立体育館

女子

平成21年

8月 22日 (|:)～ 23日 (日 ) 沖縄工業高等専門学校 沖縄県宜野湾勤労者体育センター

沖縄県宣野湾市立体育館

バレーボール

男 子

平成21年

8月 22日 (|:)～ 23日 (日 ) 佐世保工業高等専門学校 長崎県佐世保市体育文化館

女子

平成21年

8月 22日 (|:)～ 23日 (日 ) 佐世保工業高等専門学校 長崎県佐世保市体育文化館

ソフトテニス

平成21年

8月 22日 (上)～ 23日 (日 ) 鹿児島工業高等専門学校

晴天時 :鹿児島県霧島市口分運動公園テニスコート

雨天時 :鹿兜島県霧島市国分運動公園多目的屋内運動場

鹿児島県霧島市構辺交流施設上床ど―む

卓 乃k

平成21年

8月 23日 (■ )～ 24日 (月 ) 大分工業高等専門学校 べっぷアリーナ(大分県別府市総合体育館)

柔 道

平成21年

8月 23日 (日 ) 大分工業高等専門学校 べっぶアリーナ(大分県別府市総合体育館 )

剣  道

平成21年

8月 23日 (日 ) 北九州工業高等専門学校 北九州市若松体育館

硬式野球

平成21年

8月 18日 (火 )～ 19日 (水 ) 熊本電波工業高等専門学校
熊本県藤崎台県営野球場
熊本県崇城大学野球場

サッカー

平成21年

8月 22日 (上)～ 25日 (火 ) 八代工業高等専門学校

熊本県営八代運動公園陸上競技場

熊本県営八代運動公園多目的広場

熊本県宇城市観音山市民グラウンド

ラグビーフットボール

平成22年

1月 4日 (月 )・ 5日 (火 )

7日 (木 )・ 9日 (上 )

神戸市立工業高等専門学校 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場

/.71-'fr-/!,
平成21年

8月 21日 (金)～ 22日 (土 ) 八代工業高等専門学校

熊本県八代市総合体育館 (21、 22日 )

熊本県宇城市松橋総合体育文化センター (21日 のみ)

テニス

平成21年

8月 26日 (水 )～ 28日 (金 ) 有明工業高等専門学校 熊本県民総合運動公園ハ・―クドーム

バドミ)/トン/

平成21年

8月 22日 (上)～ 23日 (日 ) 久留米工業高等専門学校 福岡市九電記念体育館

水 泳

平成21年

8月 23日 (日 ) 都城工業高等専門学校 宮崎県総合運動公園水泳場
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第 44回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第33回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



歓迎のあいさつ

久留米 li業高等専門学校長

前  田 三 男

今年の第44回全国高等専門学校体育大会は九州沖縄地区が担当いたします。

平成 21年 8月 18日 から28日 までの間、陸上競技をはじめとする13種目

が、各地で開催されますが、本校では8月 22日 。23日 の2日 間、福岡市に

ある九電記念体育館においてバ ドミントン競技を開催させていただきます。

本大会に全国各地より参加された選手並びに関係者の皆様方に、開催校を代

表して心より歓迎の意を表します。

全国高等専門学校体育大会は、高専教育の重要な一環として、学生に広くス

ポーツ実践の機会を与え、技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り、心身とも

に健康な学生を育成するとともに、高専相互の親睦を図ることを目的として毎

年開催されているものです。各地区での厳しい予選に勝ち残り、晴れて全国大

会に出場されます選手諸君を祝福するとともに、日頃の練習の成果をいかんな

く発揮 し、母校、並びに地区の代表として、全力を尽くされることを期待いた

します。また、この機会に全国から集まった同好の士との相互交流を深めてい

ただきたいと思います。

バ ドミン トン競技を開催する九電記念体育館は、福岡市の中心にある山の手

の閑静な住宅地に面していますが、同時に九州で今最もアクティブな若者の街

「天神」にも隣接 しています。また久留米高専がある久留米市と天神は急行電

車により30分で結ばれています。時間に余裕がありましたら福岡市近郊にも足

を伸ばし、体育大会と併せて「輝かしい九州の夏」を、よき思い出として残し

ていただけたら幸いです。

最後に、本大会の開催に当たり多大なご支援とご協力を賜りました関係諸団

体及び関係者の皆様に、心より感謝申し上げ、歓迎の辞とさせていただきます。
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あ い さ ′
1)

日本バ ドミントン協会

綿 貫 民 輔

第33回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、九州最大の都市、ま

たアジアの窓口などとして繁栄してきた福岡市で開催されますことは、誠に喜

ばしい限りであります。

また、開催校の所在地である久留米市は、福岡県南部の筑後川下流に開けた

筑後平野に位置し、中核市としてゴム化学工業や農業などが盛んなところと問

き及んでおります。

全国各地区の予選を勝ち抜かれ、地区の代表として参加される選手諸君が、

本大会におきまして日頃の練習の成果を充分に発揮され、全力を尽くし、輝か

しい成績を上げられることを心より期待しております。
バ ドミントン競技は、昨年の北京オリンピックにおいても大変な注目を集め、

また選手はその期待に十分応えた成績を残すことができ、皆様方に今後ますま

すの発展を期待されていることは、本会としても大変嬉しく思っている次第で

す。

本大会は、競技技術の向上を図る場であることはもちろん、健全なスポーツ

精神を培う場、そしてお互いの親睦を深める場でもあります。勝敗にこだわる
ことなく、この大会を通じて高等専門学校相互の親睦や交流が一層深められ、
さらに本大会で得られました友情や交流などが今後の選手諸君の人生の中で生

かされることを願ってやみません。

終わりに、本大会の開催にあたりまして御尽力いただきました関係者の皆様
に深く感謝の意を表しますとともに、本大会の御成功、今後ますます御発展を
心よりお祈り申し上げまして、あいさつといたします。

人

長

法

　

―

口凹
　
△バ

財
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歓迎のことば

福岡県バ ドミントン協会

会長 本 田 正寛

長い歴史と伝統の街、東アジアとの交流の玄関口である福岡市において、第

44回全国高等専門学校体育大会第 33回全日本高等専門学校バ ドミントン選

手権大会が盛大に開催されますことを誠に喜ばしく思います。

全国各地から選び抜かれた選手、監督、コーチの皆様の努力と栄誉を称え、

皆様を心から歓迎いたします。

我が福岡県の北九州工業高等専門学校男子部においては、日下、本大会にお

いて10連勝中であり、今年も皆様方と思い出に残る試合ができるよう万全の

体制でお迎えいたします。

また、昨年の北京オリンピックに出場した池田信太郎君や潮田玲子さんは福

岡県出身の選手であり、今年からは、「イケシオ」としてロンドンオリンピック

の出場を目指すようになりました。

このようなバ ドミントンの話題を持つ福岡の地において、選手の皆さんにお

かれましては、日頃鍛えたテクニックとパワー、そしてチームワークを十分に

発揮し、全力で戦い、感動の ドラマを展開して下さい。一人ひとりの選手が、

本大会を通じて大きく成長されるとともに、お互いの友情をさらに深め、思い

出多き素晴らしい大会になることを願っています。

終わりに、本大会を開催するにあたり、多大なご支援・ご協力を賜りました

関係各位に心から感謝申し上げ、歓迎のことばといたします。

く
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大 会 日 程

[会  議 ] 8月 21日 (金) 16:00～   代表者会議

福 岡市九電記念体育館

8月 22日 (土 ) 開場

開会式

競技開始 団体戦 個人戦 (複 )

開場

競技開始 個人戦 (単 )

開会式

8

9
9

8

9

０

０

０

０

０

４

8月 2311(日 ) :00
0り

一

まとこ

言

の

宣

＋^

〈
バ

開

開

△
〓
　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・　
　
・

開

１

２

３

４

５

６

７

８

９

式

競技終 了後

式 典 次 第

文部科学大臣杯返還及び受賞章授与

(財 )日 本バ ドミン トン協会楯返還及び受賞章授与
主催者 あい さつ

開催校 あい さつ

競技上の注意

選手宣誓

閉式の ことば

開式のことば

成績発表

表彰
大会講評

開催校 あい さつ

閉会宣言

閉式の ことば

閉会式
１

２

３

４

５

６

７
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大 会 役 員

大 会 名 誉 会    (財 )日 本 バ ドミン トン協 会会 長

大 会 会 長   (社 )全国高等 専門学校体育協会会長

大 会 副 会 長 (財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

(財 )日 本バ ドミン トン協会副会長

福岡県バ ドミン トン協会会長

綿 貫 民輔

冷水 佐 壽

専務理 '11:

三宅

籾 井

関根

本 田

祐 司

勝人

義雄

正寛

大 会 顧 問 沓掛 哲男

久間 章生

加藤  二夫

塩川  甫

丸山 嘉久

平田登志郎

川端 昇市

吹 田

漬 中

本 郷

日高

山根

木村

川 島

淵 上

佐 々木

藤本

原

滋

紀征

森

林

村 上

橋 本

植 田

青木

中島

牧 野

福 岡
′ヽ ヨレ
■ 」し

渡辺

佐藤

遠 井

富 田

鎗水

喜朗

芳正

忠治

角市

博 宣

昭 二

寿稽

武
.■・_
¬=

基夫

成雄

芳朗

稔男

善明

浩吉

晃

利明
平_
不

克彦

牧夫

隆房

安伸

関谷 勝嗣

市川 一朗

人木橋伸夫

相場

原 二

池 田

内多小

村山

伊豆

菊地

小飼

竹林

花岡

板垣

横溝

岩崎

藤原

日召良5

航

森 田  一

伊藤 基記

佐藤  保

権 田 正一

清水規矩雄

毛利 清志

小宮 淳宏

戸 田 清一

岡本 武利

野村 嘉明

里見 光徳

油井 秀男

岡村 英男

星野 忠男

荒井 誠一

加藤 寛治

一
雄

道

郎

雄

清

三

昌

五
幸一

誠

生

壮
怜

寛
郎
紀

徹

修
　

節

　

　

　

一
英

大 会 参 与 藤原

鈴木

和文

勝之

大 会 委 員 長   久留米工業高等専門学校長 前 田 =中
一 刀

(財 )日 本バ ドミン トン協会理事

(社 )全 国高等専門学校体育協会

福 岡県バ ドミン トン協会理事長

久留米工業高等専門学校学生主事

久留米 工業高等専門学校教務主事

久留米工業高等専門学校事務部長

築 地

小 野

佐 竹

櫻 木

馬 越

井 上

孝彦

雄一

養 一

功

幹男

直志

大会副委員長
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競 技 役 員

競 技 役 員 長    (財 )日 本 バ ドミン トン協会

総 務 部 長   福岡県バ ドミン トン協会理事長

総 務 副 部 長 久留米工業高等専門学校

久留米工業高等専門学校学生課長

福岡県バ ドミン トン協会

久留米市バ ドミン トン協会

総 務 委 員

谷上 和年

佐竹 養 一

龍頭

酒 見

緒 方

小形

`‐
一

|● 一
史博

蓉子

公一

原

石 丸

浦川

官原

松 田

馬 場

卓伸

良平

宗久

修

嘉弘

隆男

荒井 誠 一

勝本  幸 子

宮崎  美 彰

久保 山令 子

坂 口美 登利

村井 ゆか り

茂 呂 純子

林 田 泰 明

辻
″゛
●r

松 永

小川

田中

福 田

豊

太郎

幸 大
男́ ~
つ口_
義規

貴士

岡野  守

枷  千鶴 子

米村  一広

山本  照代

有薗  靖 子

江上 千代美

鐘 江 敏子

田中

中野

平河

今 村

古富

大

明

良二

義徳

俊 之

鹿 毛  巌

円村  李美

山野  千 明

高武  恵 子

藤 森 婦佐 子

川原 英揮

岩 橋 マユ ミ

|1高 澄 具

藤卜
ヽ

一
よ

山 口

吉松 い

辻本
官 ■ヽ´
ロョノ」ヽ

浩行
′l■

み

司

一

づ

卓

洋

競技審判部長   (財 )日 本バ ドミン トン協会

競技審判副部長 福岡県バ ドミン トン協会

福岡県バ ドミン トン協会

福岡県バ ドミン トン協会

競技審判委員

治

男

え

義
重
氷

高

崎

山

日
岩
森

小形 公一

矢野  孟

江本  智

宮成 利恵

友永 順子

近藤 房子

坂原スギエ

医  務  係   野 田 美恵

久留米高等学校バ ドミン トン部員

福翔高等学校バ ドミン トン部員

福岡西陵高等学校バ ドミン トン部員

福岡女子高等学校バ ドミン トン部員
久留米工業高等専門学校バ ドミン トン部員

競 技 補 助 員
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第 4

第33

4 全 国 高 等 専 門

全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会競技実施要項

催   (社 )全国高等専門学校体育協会、 (財 )日 本バ ドミン トン協会

(社 )全国高等専門学校体育協会バ ドミン トン競技専門部

福岡県バ ドミン トン協会

久留米工業高等専門学校

援 文部科学省、 (財 )日 本体育協会、福 岡県、福岡県教育委員会、 (財 )福 岡県

体育協会、福岡市、久留米市、福岡市教育委員会、久留米市教育委員会、

(財 )福 岡市体育協会 、 (財 )久 留米市体育協会、福 岡市バ ドミン トン協

会 、久留米 市バ ドミン トン協会、西 日本新聞社 、 NHK、 RKB毎 日放送、

九州朝 日放送、FBS福 岡放送、TNCテ レビ西 日本、TVQ九 州放送

学 校 体 育 大 会

1 主

3 後

管主

4 期 日  平成 21年 8月 22日 (土 )・ 23日 (日 )

5 会 場 福岡市九電記念体育館

〒810-0022 福岡市中央区薬院4丁 目14番 1号

TEL 092-524-3906

´
Ｏ 目

団体戦のチー

ム 構 成 人 員

8参 加 資 格

団体戦

個 人戦 男子 シングル ス、男子ダブル ス、女子シングルス、女子ダブル ス

監督 1名 、コーチ 1名 、マネージャー 1名 、選手 8名 以内

ただし、欠員を生 じ3名 以 下になった場合は失格 とする。

(1)申 込み期 日迄 に平成 21年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会 に登録 を申

請 した者で、学校長が出場 を認 めた者 とす る。

(2)団 体戦 、個人戦 とも各地区か ら選抜 されたチーム又は選手 とし、こ

れ に開催校の出場を加 える。

地 区割 り、選抜数及び開催校出場枠 は下記の とお りとす る。

平成 21年度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則・ 同大会運営規程・ 同公

認審判員規程による。

ロ

地 区 名 団 体 戦
男子個人戦 女子個人戦

単 複 単 複

北海道 1チ ー ム 1名 1組 1名 1組

東   北 1チ ー ム 2名 2組 2名 2組

関東・信 越 2チ ー ム 2名 2組 2名 2組

東海・北陸 2チ ー ム 2名 2組 2名 2糸|[

近  畿 1チ ー ム 2名 2組 2名 2組

中  国 1チ ー ム 2名 2組 2名 2組

四  国 1チ ー ム 2名 2組 2名 2組

九 州 沖 縄 2名 2組 2名 2組

開 催 校 1チ ー ム 1名 1組 1名 1組 l

計 12チ ー ム 16名 16組 16名 16組

9競 技 規 則

-19-
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10競 技 方 法

11 使 用 シャ トル

及 び使 用用器

具

12組 み 合 わ せ

及 び 抽 選

13 表 彰

(1)各種 日とも トーナメン ト戦方式 によ り優勝 を決定す る。

なお、 3位決定戦は行わない。

(2)団 体戦は 1複 2単 と し、複か ら試合 を行 う。
ただ し、同 ‐選手が同 ・対抗内に於いて重複す ることはできない。

(3)団 体戦は、各チームの初戦に限 り、 1複 2単 の 3試合 を行 い、以降
は勝敗決定後 を打ち切 りとす る。

平成 21年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会検定・審査合格用器具お よび第
‐種検定合格水鳥球を使用す る。

組み合 わせ抽選は、本大会実施要項及び平成 21年度 (財 )日 本バ ドミン

トン協会大会運営規程 に拠 り、競技役員長 (レ フェ リー)の 指示 によ り、

本大会実行 委員会及 び福 岡県バ ドミン トン協会役員の責任 に於 いて 8月
1日  (土 )に 行 う。

団体戦、個人戦 とも第 1位 か ら第 3位までを表彰す る。

優勝者 に (財 )日 本バ ドミン トン協会のメダル を授与す る。

団体 1チ ーム当た り14,400円 、選手 (団 体戦出場者を除 く)1人 当た り
1,800円 とし、参加 申込み と同時に次の振込 口座へ納入すること。
なお、既納の参加料は返還 しない。

振込 口座

金融機関名

口 座 種 別

口座 番 号

口 座 名
さけ み  ふみ ひろ

酒 見 史 博

(1)申 込 期 限  平成 21年 7月 27日 (月 )必着
(2)申  込 先

T830-8555
久留米市小森野 1-1-1
久留米工業高等専門学校 学生課

第 44回 全国高等専門学校体育大会

第 33回 企 日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会事務局
TEL 0942-35-9317   FAX 0942-35-9319

(3)申 込 方 法

所定の参加 申込み用紙 に必要事項 を記入の上、 2部作成 し上記事務
局宛送付す ること。

平成 21年 8月 21日 (金 )16時 か ら

福岡市九電記念体育館会議室

監督及び主将,大会役員等

平成 21年 8月 21日 (金 )10時 か ら 17時
福岡市九電記念体育館

14 参  カロ 料

福 岡銀 行  久 留 米 営 業部

普 通預 金

2681979
第 44回全国高専体育大会事務局

久留米工業高等専門学校 学生課長

15 参 加 申 込

16代 表 者 会 議

17 練 習

18開 会 式 及 び

閉  会  式

(3)
(2)

(2)

時

所

者

　

時

所

席

日

場

出

　

日

場

(1)開
(2)閉

式

式

△
菖　△
〓

平成 21年 8月 22日 (土 )9時  競技会場で行 う。
平成 21年 8月 23日 (日 )競技終了後,同 会場で行
つ
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19  イ占

20  備

舎  別途通知 し斡旋する。

考 服   装

競技時の服装 (ュ ニフォーム)は 、 自色又は色つ き着衣を使用す る

場合は (財 )日 本バ ドミン トン協会審査合格品 とす る。

①選手の上衣 の背面 中央に縦 15m、 横 30錮 程度 の大 きさで、学

校名 と選手の姓又は都道府 県名 と学校 名が明瞭 に区別 できる配色

で明示す る。

②開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユ ニフ

ォーム)又 は トレーニングウエアとする。

応急処置等

①試合中の負傷については、大会本部で応急処置をするが、その後

の処置は各学校及び各自で行 うこと。

②健康保険証等は、各自で準備 しておくこと。

③独立行政法人日本スポーツ振興センター所定の用紙を各学校で持

参す ること。

大会出場者で、ホームベー ジ、報道等 に、個 人名 を公表 して欲 しく

ない者 は、学校 を通 して大会事務局 (Q.gakuse100N.kurume― nct.ac.

jp)に 申 し出て くだ さい。事前に申 し出のない場合は、公表 します。

大会参加 に際 して提供 され る個人情報 は、本大会活動に利用す るも

の とし、 これ以外の 日的に利用することはあ りません。

(財 )日 本バ ドミン トン協会環境委員会 よ りお願 い

① (開催地の)ゴ ミの分別収集に協力してください。

② (宿 泊先の)部屋から出るときには、エアコン、テレビ、ライ ト

の スイ ンチ を消 して くだ さい。

③マイ歯プラシを持参して大会に参加してください。

-21-
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競 技 上 の 注 意

本大会は平成 21年 度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則 、同大会運営規程並びに同公認審判
員規程に基づいて実施 します。
各校代表者は来場時に会場で受付 を済 ませて 下さい。
大会前 日の練習は地区 ごとにコー トを指定 します。
いずれの種 日も トーナメン ト戦 と します。 3位 決定戦は行 いません。優勝 、準優勝 、 3位 を表彰
します。

選手は試合の コールか ら 5分以内に選手集合所 に集合 して くだ さい。 主客の誘導で コー トに入 り
ます。 コールか ら 5分以上経過 して も選手集合所に来ない場合は棄権 となる場合があ ります。
競技 中は、コールのあった当該選手を除き、競技場内での練習は認 めません。
試合 を開始す る前に 3分の練習時間を設けます。
競技進行状況 によ り、試合開始時刻或いは コー トを変更す る場合があ ります。
競技中、各プ レーヤーは上衣 に学校名及び選手名又は都道府県名 と学校名 を明示 して ください。
団体戦のオーダー用紙 は初戦分 を代表者会議で、それ以降の分は主審が試合終了時に配付 します。
本部横のオーダー用紙交換所 において対戦校代表者が双方のオー ダー用紙 を交換 します。初戦分
は 8:40に 、それ以降については試合予定時間の 30分 前を 目安 に放送を しますので、直ちに
オーダー用紙 を持参 して くだ さい。
団体戦は 1複 2単 と し、複 か ら試合 を行 います。 ただ し、同一選手が同一対抗内に於 いて重複す
ることはできません。 また、各校 の初戦に限 り 1複 2単の 3試合 を行 い、以降は勝敗決定後 を打
ち切 りとします。

団体戦は、時間の都合上、複数の コー トで同時に行います。
個人戦において同一選手または組の試合が連続す る場合、 10分 の休憩時間を設けます。
イ ンターバル 中、コー トに入れ るのは当該選手のほかベ ンチ入 りしている 2人まで と しますが、
「20秒 」のコールがなされ た ら、選手以外の方は速やかにコー トか ら離れて くだ さい。
試合終了時には、勝敗 に関係 な く主審及びサー ビスジヤンジと握手す るよ う心がけて ください。

11

12

13

14

15

審 判 上 の 注 意

1.審 判員は平成 21年度 (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則、同大会運営規程並びに同公認審判
員規程により運営 します。

2.主 審、線審、得点表示係は福岡県バ ドミン トン協会が行います。
3.す べてのゲームにおいて、 一方のサイ ドが 11点 になった ら60秒 を超 えないインターバルを認

めます。 また、すべてのマ ッチの第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に
120秒 を超えないインターバルを認めます。

4.各 コー トのコーチングシー トは、監督、コーチ、マネージャーのみ使用できます。 (2名 まで)

5.各 コー トのベ ンチに入ることのできる者は、団体戦の場合は当該チームの団体戦登録選手のみで
す。個人戦ではベンチを設けません。

6.汗 などでコー トが濡れた場合は、主審の指示により線審が処置を します。
7.プ レーヤーは どんな事があっても、体力や息切れの回復を 目的に、またはア ドバイスを受けるた

めにプ レーを遅 らせてはいけません。
8.選 手が試合中にア ドバイスを受けることができるのは、シャ トルがイ ンプ レーでない場合に限 り

ます。

9.プ レーヤーは第 16条 第 2項のインターバルを除き、マ ッチが終了するまで主審の許可な しにコ
ー トを離れてはいけません。

体 育 館 使 用 上 の 注 意

1.学 生 としてのマナーを十分心がけてくだ さい。
2.体 育館内は土足禁上です。体育館入 り口で上履に履 き替 えて くだ さい。
3.貴 重品、その他所持品は各 自の責任 において管理 して ください。
4.観 覧席は地区ごとに分けています。
5.飲 食は ロビー または観 覧席 で行 うことと し、競技 フロアでは原則禁上です。 ただ し、競技中の水

分補給については、ふた付 きの容器 を使用す る場合 に限 り許 可 します。ベ ンチヘの クー ラーボ ッ
クスの持 ち込みは禁上 します。

6.会 場でのフラッシュ撮影は、競技の妨げにな りますので禁止 します。
7.ご みは各校の責任 においてお持 ち帰 りくだ さい。 ゴミ袋は、本部で用意 してお りますので、必要

な学校は本部まで申 し出て くだ さい。
8.更 衣室及びシャワー室はご自由に利用できます。
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タ イ ム テ ー ブ ル

コート番号
日 時刻

４

． 10

9:00 〈
〓開 式

9:40 MT2

10110 VVT2

10:40 MT5

MT3

VVT3 MT6

MT4

WT4

11:10 MT7 MT8

11:40 WT7
WT5 WT6

MT9 WT9

13:20 MDl MD2 M D3 MD4 MD5 MD6

13:50

MTll
M D7 MD8 WDl

WTll
VVD2 WD3 VVD4

14:20 WD5 WD6 WD7 WD8

15:00 MD9 MD10 MDll MD12 /ヽVD10 WDll WD12

15:40 MD14 WD13 WD14

森弟

日

　

【日

16120 MD15 WD15

9:20 MSl MS3 M S4 MS5 MS6 M S7 MS8

9:50 WSl WS2 WS3 WS4 WS5 WS6 WS7 WS8

MS9 MS10 MSll MS12 VVS 9 WS10 WSll WS12

MS13 WS13 WS14

11:50 MS15 WS15

12:30 △
ム閉 式

一
一
一
一
一
一
一

男子団体戦 (MT)

女子団体戦 (WT)

男子個人戦単(MS)

女子個人戦単 (WS)
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MTl

VVT l

WT8

12:20

MT10 Ⅵ月
~10

WD9

MD13

弔

2

日

目

MS2

10:30

11:10 MS14

男子個人戦複 (MD)

女子個人戦複 (WD)



1.男子団体戦

北 九 州

(九州・沖縄 )

鈴  鹿

(東海・北陸 )

1

2

3

4

「
′

有  明

(九州・沖縄 )

富  山

(東海・北陸 )

茨  城

(関東・信越 )

久 留 米

(九州・沖縄 )

MT7MT5

8

石

畿

明

近

MTl

MT2

MT10

MT3

MT4

9

10

11

12

MT9

函  館

(北 海 道 )

鶴  岡

(東  北 )

都立産業技術

(関東・信越 )

MTll

5
子

国

米

中

松

国

高

四

MT6 MT8

6

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位
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2.女子団体戦

宮  城

(東  北 )

明  石

(近  畿 )

久 留 米

(九州・沖縄 )

茨 城
(関東・信越 )

有  明

(九州・沖縄 )

沼 津

(東海・北陸 )

VVTl l

徳  山

中 国

ノヽ  代
(九州・沖縄)

木 更 津
(関東・信越)

苫 小 牧

(北 海 道 )

富山商船

(東海・北陸 )

7

Vr「7

82

3

4

5

WTl

WT2

Ⅵ
「「 5

WT6

WT3

η
「「 4

9

10

11

12

η
「「9 WT1 0

浜

国

居新

四
Ⅵ
「「 8

０^

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位
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3.男子個人戦 (複 )

北田裕也

小川直人

(北九州 )

毛利聡人

梶原雄大

(明  石 )

宗高大和

石井貴之

(津  山 )

平澤優―

岡健―郎

(高  松 )

石井直哉

崎村直秀

(都立産業技術)

吉開巨都

釜田 岳

(久留米 )

松尾亮太

森口智史

(鈴  鹿 )

五十嵐凌

佐藤一誠

(鶴  岡 )

1

2

3

4

5

6

7

MD2

MD3

MD4

MD9

MD10

MD5

MD6

MD7

MD8

9 田上拓弥

池上貴英

(有  明 )

10

岩屋太陽

(富山商船 )

11
細川隆喜

岡内一平

(高  松 )

12 北村哲郎

吉川佳佑

(近畿大学 )

13 宮原亮太

椿 彰人

(米  子 )

14 伊藤博朗

佐藤圭太

(鶴  岡 )

15 堀江優之

東平泰幸

(木更津 )

16
大西貴博

大越 聡

(函  館 )

西村仁志

MD13 MD14
MD15

MD12

8

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位

-27-

MDl

MDll



4.女子個人戦 (複 )

河村美咲

古城朋子

(徳  山 )

安井佑佳

八木 日出美

(明  石 )

坂口 望

坂口由起

(有  明 )

丹下梨穂

飯尾奈々

(新居浜 )

早乙女滉子

布川玲奈

(小  山 )

三浦千佳

亀井由紀

(―  関 )

廣川真梨子

大津山ゆりか

(久留米 )

佐野友美

米山沙耶

(沼  津 )

1

2

3

4

6

7

WDl

WD2

WD3

WD9

WD10

WD13
WD15

WD14

WDll

WD12

WD5

WD6

WD7

WD8

9

10

11

12

13

14

15

16

山口明日香

坂本茉由

(苫小牧 )

大村恵未

片山美乃里

(徳  山 )

小川梨沙

小川紗貴

(富山商船)

八木翔子

義原望実

(明  石 )

楠本香純

山口祐佳

(八  代 )

大田 杏

飯尾歩美

(新居浜 )

高村有紀子

宮本奈緒

(茨  城 )

舟腰佳織

大場育美

(鶴  岡 )

5

WD4

8

優

　

勝

準
優
勝

第

二
位

-28-



5.男子個人戦 (単 )

平澤優一

(高  松 )

吉開巨都

(久留米 )

堀江優之

(木更津 )

森口智史

(鈴  鹿 )

′ 1ヽ′

ヽ不

下 田 課

¬r

武川浩之

(有  明 )

金丸明史

(明  石 )

1 9

10

佐藤―誠

(鶴  岡 )

西村仁志

(富山商船 )

浦川圭太郎

(大阪府立 )

宮原亮太

(米  子 )

佐々木朋克 ^
(仙 台電波)~

MSl

M S3

M S4

MS9

MS10

MS13 MS14

MSll

MS12

MS5

MS6

M S7

M S8

3

4

6

7

8

MS15
大越

(函

11

12

13

14

15

16

聴

館 )

岡内一 平

(高  松 )

増 田  翼

(都立産業技術)

岡崎雄介

(有  明 )

優
　
勝

準
優
勝

第

三
位

-29-

MS2

5



6.女子個人戦 (単 )

三浦千佳

(―  関 )

米山沙耶

(沼  津 )

古城朋子

(徳  山 )

竹内杏奈

(長  野 )

山口明日香

(苫小牧 )

山口祐佳

(八  代 )

八木翔子

(明  石 )

丹下梨穂
(新居浜 )

1

2

3

4

5

6

7

8

WSl

WS3

WS4

WS9

WS13 WS14

WSll

WS1 2

WS1 5

WS5

WS6

WS7

WS8

9

10

11

12

13

14

15

16

河村美咲

(徳  山 )

飯尾奈々

(新居浜 )

吉田あゆみ

(八  代 )

小川紗貴
(富山商船 )

田中麻由

(明  石 )

早乙女滉子

(小  山 )

舟腰佳織
(鶴  岡 )

優

　

勝

準
優
勝

第

三
位
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小嶋美咲
(久留米 )

WS2

WS10



選 手 名 簿

学  校  名 函館工業高等専門学校

古 俣 和 直

コ チ

<l--)+- 板 谷 拓 哉

人
学年 団体

福 車
男 子 選 手 名

おおにし たかひろ

大西 貴博
ｒ
υ

瞑
υ

，
こ

おおこし あきら

大越 聴

民
υ

０
０

すどう たかひと

須藤 貴仁

ほりた たかゆき

堀田 崇由
民
υ

４

，

きたみ しょうご

北見 祥吾
４

，

員
υ

４

，

ａ
υ

のむら ひろき

野村 広基

４

，

つ

′

よねや たいし

米谷 大志

４

，

０
０

かわい やすひろ

河井 康宏

■■|□

学  校  名 苫小牧工業高等専門学校

臣を
督 三 河 佳 紀

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

学年 団体
人

福 単

さかもと

坂 本

まゆ

茉 由 4

2
やまぐち

山 口

あすか

明日香 4

3
おだ

′
1ヽ  田

みさと

美 里 4

4
みずさわ

水 澤

もえか

萌 花 3

5
うえだ

上 田

ゆい

唯
2

6
あいざわ

相 澤

ゆう

優
1

7

8

-31-

北海道地区

①①①

① ① ①

ヽ

ノ
石
Ｈ）

①

①

①

①

①

監     督

女 子 選 手 名

① ① ①

① ① ①

①

①

①

①



東北地区

学  校  名 鶴岡工業高等専門学校

臣を ホヌ
目 窪 田 神 事

コ チ 中 島 直 樹

マ ネ ー ジ ャー 佐 藤 郁 也

人
男 子 選 手 名 学 年 団体

複
いとう ひろあき

伊 藤 博 朗
民
Ｊ ②

はせ力(わ しょうた

長谷川 祥 大
４

，

０
０

さとう けいた

佐 藤 圭 太
４

， ②

４

，

いからし りょう

五十嵐  凌
●
υ

員
０

さとう かずしげ

佐 藤 ― 誠
●
０

ｒ
υ

うめき なお

梅 木  尚
り

ι

「

′

しらはた たかやす

白 幡 尚 泰

０
０

なんば ひろや

難 波 浩 哉
り

ι

■■|

曰

Eヨ

学  校  名 宮城工業高等専門学校

E′
= 叔

日 野 角 光 治

コ チ 佐 藤 文

マ ネ ー ジ ヤー 照 井 友 唯
店

』 人
学年 団体女 子 選 手 名

質
υ

おおしま あやか

大 嶋 彩 華

ｎ
∠

たんじ けいこ

丹 治 啓 子
■
４

ｎ
０

ふせ みさき

布 施 美 咲
０
０

４

，

たか Iまし りえ

高 橋 李 依
つ

乙

員
ｕ

かとう ふみこ

加 藤 史 子
つ

ι

ｎ
一Ｖ

むらおか よしみ

村 岡 慶 美

「
′

たちや みさと

立 谷 美 里
つ

こ

Ｏ

ｕ

こせき たいこ

小 関 泰 子
う
０

■■|

口,調|[璽

学  校  名 仙台電波工業高等専門学校

E:4= ホ又
日 佐 藤 敏 行

コ チ 鈴 木 真佐也

マ ネ ~ン ヤー 江 藤 隆 紀

人
男 子 選 手 名 学年 団体

福 単

ささき ともかつ

佐々木 朋 克
員
υ ②

０
∠

つ
ｕ

４
４

員

Ｊ

´
一υ

「

′

０
０

■■■■

学  校  名

臣を ホ又
目 窪 田 神 事

コ チ 中 島 直 樹

マ ネ ー ジ ャー 佐 藤 郁 也

人
女 子 選 手 名 学 年 団体

複
Ś、なこし かおり

舟 腰 佳 織
瞑
υ

０
４

おおば いくみ

大 場 育 美
員
υ

●
Ｕ

４

，

員
υ

＾
０

つ

′

０
０

‐ ヨ

固
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①

② ①

①

① ①

① ① ①

①

2 ①

①

① ①

①

①

①

①

①

①

①

①

鶴岡工業高等専門学校

① ①

①



―関工業高等専門学校学  校  名

千 葉   圭オ又
目

臣を

コ チ

v+-i+-
学 年 団体女 子 選 手 名

②
質
υ ②

′,,■

=ョ
    

ン  ち よ・

==.  :=    

″｀

`用
 千 佳

②
●
‘

亀 井 由 紀

かめい ゆき
う
ι

う
０

ｄ

．

員
）

ａ
０

７

′

Ｏ
υ

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

」】
一
酢

-33-



関東信越地区

学  校  名 東京都立産業技術 (品 川)高等専門学校

ぼ
= 督 松 本 正 樹

コ チ 平 里予 利 幸

マ ネ ー ジ ャー 井 上   諒

男 子 選 手 名 学年 団体
1踵 人

福 車

1

いしい なおや

石 井 直 哉 5

2
はじもと ひさき

橋 本 尚 樹 5

3
はやさか わたる

早 坂   渉 5

4
ますだ つばさ

増 田   翼
5 ②

5
みや まさあき

宮   正 明 5

6
さきむら なおひで

崎 本寸 直 秀 5

⑦
たかはし かずま

高 橋 ― 馬 4

8
よした りゆうじ

吉 田 隆 2

学  校  名 茨城工業高等専門学校

口
= 督 奥 山 慶 洋

コ チ

マ ネ ~ン ヤー 石 上   基

人女 子 選 手 名 学 年 団体

関   
き えりこ

英理子
４

．

●
ι

あおやぎ あかね

青 柳   茜
４

，

Ｑ
Ｕ

いいつか なつみ

飯 塚 菜 摘
４

．

Ｚ

，

たかむら ゆきこ

高 村 有紀子
０
０

Ｆ
υ

みやもと なお

宮 本 奈 緒
みやの 1まるか

宮 野   遥
０
０

つ
′

ｎ
０ ■■■■

■■

Eヨ|IEヨ
■■1萱

学  校  名 茨城工業高等専門学校

E′
=

ホヌ
自 奥 山 慶 洋

コ チ

マ ネ ー ジ ャー 石 上   基

男 子 選 手 名 学年 団体
人

複 単
みやもと たくみ

宮 本 拓 弥 4

2
とみつか こうじ

冨 塚 康 司 4 ②

3
いまがわ なおき

今 り|1 直 樹 4 ②

4
ら、1・

1｀

藤 Iヽ

たくろう

′T 卓 郎 4 ②

5
いとう しゅんたろう

伊 東 俊太郎 3 ②

6
おおつき まさふみ

大 槻 大 史 3 ②

7
わたなべ たくや

渡 追 拓 也 3 ②

8
こまつざき たつや

小松崎 達 也 2

学  校  名 木更津工業高等専門学校

臣を
督 鈴 山 智

.ム
′ロ

チ

マ ネ ~ン ヤー 門 上 岡」 士

人女 子 選 手 名 学年 団体
複 単

かどがみ あすか

門 上 飛 鳥
ｎ
‘ ②

ｎ
∠

澤

阿部箕
力

:

`な
か ②

う
０

なかた さき

中 田 早 紀
ｎ
ι ②

４

，

おおつか たかこ

大 塚 敬 子
ウ

‘ ②

員
υ

ａ
υ

７

′

０
０

■
■
■
■
■

■
■
■
■
■■

■
■
■

■
■
■
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① ①

①

①

①

①

① ①

①

①

① ①

①

①

① ②

3 ① ②

6 ①

① ②

②

コ 伊 藤 亮 ―

①



学  校  名 木更津工業高等専門学校

巨● 叔
目 婦 山 智 治

コ チ 秋 葉   翔

マ ネ ー ジ ヤー 清 野 裕 貴

男 子 選 手 名 学 年 団体
lL 人

福 単

1

ほりえ まさゆき

堀 江 優 之 4

2
とうへい やすゆき

東 平 秦 幸 3 ②

3

4

5

6

7

8

臣を 叔
目 山 崎 敬 則

布 り|1 奈津美コ チ

マ ネ ー ジ ャー 小 張 明 日香

人
女 子 選 手 名 学 年 団体

つ
こ ②

そおとめ あきこ

早乙女 滉 子

，
こ

ぬのかわ れいな

布 り|1 玲 奈

０
６

４

，

Ｆ
υ

ａ
ｕ

７

，

０
０

■■■■
■
■

■
■

EttE罰
■■|□

長野工業高等専門学校学  校  名

小 林 茂 樹監
ホ又
目

コ チ 大 橋   匠

マ ネ ー ジ ャー 折 井 愛 美

人
学年 団体

たけうち あんな

竹 内 杏 奈

ウ

ι

う
０

■
４

員
υ

＾
０

■■■■

EHII壁:ヨ

■■|ロ
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② ①

学  校  名 小山工業高等専門学校

①

①

女 子 選 手 名

①

７
′

ｎ
０

「

~「~「~
| | |
トー十一十一
| | |
|  |  |

「

~~~■~~~~

| |
| |



東海北陸地区

学  校  名 富山工業高等専門学校

臣を ホ又
目 安 田 賢 生

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

人
男 子 選 手 名 学年 団体

複 単
つじ こうだい

辻   広 大
瞑
υ

う
ι

かわしま たくま

川 島 巧 真
員

υ

たかはし たつる

高 橋   立
４

．

４

，

よつたに とおる

四津谷   透
４

，

罠
υ

に
`るまつた ゎ′_ 

夕歩松 田
‘

，

駒
‐
■

だ`いき
ァ
「

 
‐t‐′、 樹

ι

，

「

′

ひらの ′

ll:c起¨マ  
ロココF 里ァ

４

，

０
０

・・ ~つ
c _いした

二 希
~  

ヨ石  出

つ

ι

■■|

ロ

富山商船高等専門学校

臣
′

=
ホ又
目 山 本 桂―郎

コ チ

マ ネ ー ジ ャ ー

人
女 子 選 手 名 学年 団体

福 単

森

もり さとこ

聡 子
４

，

② 小 111わ・:|さ,梨 沙 ②

う
０

おかべ ゆう

岡 部   由
ｎ
０

■
４

やまざき みさと

山 崎 美 里
ｎ
∠

やち あやか

谷 内 彩 香
ｎ
∠

＾

υ

かわい あやか

河 合 彩 香
り

‘

つ

′

おがわ さき

小 り|1 紗 貴 ②

０
０

■

■

■■

学  校  名 鈴鹿工業高等専門学校

臣な 叔
自 長 原   滋

コ チ 大 り|1 智 子

マ ネ ー ジ ャー 藤 麻 実

男 子 選 手 名 学年 団体
人

福 単

もりぐ+

『黒| IE]つ

さとし

_ 智 申 5 ②

2
まつお りょうた

松 尾 亮 太 5 ② ②

3
ふくやま ようへい

福 山 洋 平 5

4
かわぐち たくみ

川 口 拓 洋 ②

)青
: tず

ゆう土

"  
ブレ

   
こ́‐

」́、 佑 紀 4 ②

6
あおやま たけし

青 山 岡1 士 3 ②

7
おおにし てつ

大 西   徹 3 ②

8
いけだ まこと

池 田   誠 3 ②

学  校  名 沼津工業高等専門学校

臣
`= 督

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

女 子 選 手 名 学 年 団体
lL 人

福 重
のむら ゆきこ

野 村 有紀子

むろふし ゆきな

室 伏 由喜菜

さの ともみ

佐 里予 友 美
つつい ちひろ

筒 井 千 尋

ほりぐち りか

堀 口 梨 佳 1 ②

よねやま さや

米 山 沙 弥 1 ②
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米 田 昌 平

① ①

①

3 ①

①

①

6 ①

①

①

学  校  名

阿 蘇   司

千 葉 祐太郎

①

3 ①

①

①

5 ①

①

① ①

田

1 ②
ヽ
―

ノ

石
Ｈ
）

②

4

⑤

う
０

Ｒ
υ

①

①

①

押 り|1 達 夫

千 葉 智 宏

131② l l

Fほ口

[亜亜]

一
　

一
②

一

一■
―
―
―
―
―

一
Э

一　

＜

■
―
―
―
―
―

Ｆ
１２
１



富山商船高等専門学校学  校  名

山 本 桂―郎=又目
臣■

阿 蘇   司コ チ

藤 井 祥 平マ ネ ー ジ ャー

学年 団体男 子 選 手 名

②
員
υ ①

にしむら ひとし

西村 仁志

①
う
０

，

こ

いわや たかはる

岩屋 太陽

●

υ

４

，

仄
υ

＾
Ｖ

７

′

０
０

■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

E誌調:”田

-37-



学  校  名 明石工業高等専門学校

目́= 叔
目 宮 本 行 庸

コ チ 小 谷 和 雅

マ ネ ー ジ ャー 酒 谷 佳 寛

人男 子 選 手 名 学 年 団体

かなまる あきふみ

金 丸 明 史
４

，

やまね そういち

山 根 壮
４

，

う
０

かすや しょうへい

糟 谷 尚 平
■
４

のなか たけし

野 中 健 史
■
４

員
υ

もうり あきひと

毛 利 聡 人
ａ

， ②
うえの ひろかず

上 野 宏 和
Ｑ

Ｕ

梶
か
堪「ど

だ軍′ヽ ●
０

Ｏ
υ

のぐち たかし

野 口 傑 史
う
０

脚＝■
■
■

■

■

劉

学  校  名

幹
皿

ホ叉
自 宮 本 行 庸

コ チ 武 田 字 浦

マ ネ ー ジ ャー

女 子 選 手 名 学年 団体
1瞳 人

福 単
やぎ しようこ

八 木 翔 子 4 ②
よしはら のでみ

義 原 望 実 3

③
やすい ゆか

安 井 佑 佳 3 ②

4
たなか まゆ

田 中 麻 由
0
ι

5
たなか みさき

田 中 美沙紀 2

6
やぎ ひてみ

八 木 日出美 2

7
なかしま みつき

中 島 みつき 1

学  校  名 近畿大学工業高等専門学校

E“
=

ネス
目 彰

一用 尾

コ チ

マ ネ ~ン ヤー

人男 子 選 手 名 学年 団体

きたむら てつろう

北 村 哲 郎
Ｆ

υ

よしかわ けいすけ

吉 り|1 佳 佑
民
Ｊ

＾

υ

”

′

Ｑ

υ

■■■■
■■■■

■■■■

Eヨ||[ヨ
■■EI固

学  校  名 大阪府立工業高等専門学校

目′= 督 篠 原 勝 次

コ チ

マ ネ ー ジ ャー 齋 藤 将 士

男 子 選 手 名 学年 団体
1饉 人

複 単

1

うらかわ けいたろう
~

浦 り|1 圭太郎 4 ②

2

3

4

5

6

7

8
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近畿地区

① ①

2 ①

①

4 ①

①

6 ①

⑦ ① ②

①

明石工業高等専門学校

1

2

① ①

① ①

①

① ①

①

8

① ②

①

ヽ
―
ノ

石
‐‐）

ヽ
―

ノ

石
Ｈ）

う
０

‐

一

２

一

３

一

「

「

‐



中国地区

米子工業高等専門学校学  校  名

督Eを 川 邊   博

コ チ 谷 本 明 逸

小 池 俊 介マ ネ ー ジ ャー
」旧
』 人

男 子 選 手 名 学年 団体

員
υ

しもだ りょう

諒下  出

・‐ たいこ

_.
しも,こ

 =‐
 倒葬|下  田

民
υ

『
Ｖ

う
０

おかもと けいすけ

岡 本 佳 祐

民
υ

４

，

はせがわ たかゆき

長谷川 貴 之

４

，⑤
しみず あきひろ

清 水 章 皓

４

，

ａ
υ

かいどう しんいち

海 道 真 ―

う
０

つ

′

~ラ

「
下はら りょうた

宮 原 亮 太

０
０

ハ
０

つばき あきと

椿   彰 人

■■|

Eヨ|IE:ヨ

学  校  名 徳山工業高等専門学校

臣■
督 柳 澤 秀 明

コ チ 北  り|1   勇

マ ネ ー ン ヤー 貞 廣 綺 子

女 子 選 手 名 学 年 団体
lE 人

複 単

1

おおむら めぐみ

大 村 恵 未 5 ②

②
かたやま `み

のり

片 山 美乃里 4 ②

3
かわむら みさき

河 村 美 咲 2

4
こじょう ともこ

古 城 朋 子
2 ②

5
さだひろ あやこ

貞 廣 綺 子 2

6
こIま ま ことね

小 濱 琴 音
1

7

8

津山工業高等専門学校学  校  名

菊 地 洋 右臣を 嶽
目

コ チ

マ ネ ー ジ ャー
情

』 人
学年 団体

単
男 子 選 手 名

②
むねたか やまと

宗 高 大 和

う
０ ②

，
こ

いしい たかゆき

石 井 貴 之

０
０

４

，

員
υ

ｒ
一υ

つ

′

０
０

■
■
■

■
■
■

■■|

■
■
■
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① ②

2 ①

①

①

①

①

① ① ①

① ①

①

①

① ① ①

① ①

①

①

民

υ



四国地区

学  校  名 高松工業高等専門学校

臣
=

ホス
目 吉 永 慎 ―

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

男 子 選 手 名 学 年 団体
人

福 車

1

つがわ ゆうき

津 り|1 祐 輝 5

②
ひらさわゆういち

平 澤 優 ― 4

3
ほそかわ たかき

細 り|1 隆 喜 4 ②

4
おか けんいちろう

岡   健―郎 3

むらかみ なおや

村 上 尚 哉 2

6
きむら こうへい

木 村 晃 平 2

7
おかうち いつぺい

岡 内 一 平 1 ② ②

横
~=｀ たくや
″ 拓 ケ

フヽ
1

学  校  名 新居浜工業高等専門学校

臣を ホ又
目 矢 野   潤

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

人
女 子 選 手 名 学 年 団 体

福 軍

おおた あんず

大 田   杏
４

． ②
いいお あゆみ

飯 尾 歩 美
４

． ②

う
０

たんげ りほ

丹 下 梨 穂
う
０

■
４

いいお なな

飯 尾 奈 々
り

‘ ②

員
υ

ひの れいな

日 里予 伶 菜
つ

ι

ａ
０

ほりえ みずき

堀 江 みずき

７

′

こたけ かなえ

小 武 香 苗
つ
こ

ｎ
０

篠 原 いずみ

しの |ま ら いずみ

■■

■■||□
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尾 池 大 祐

①

① ① ①

①

① ①

①

①

①

①

5

8

① ①

2 ①

① ① ①

① ①

①

①

①

1 ①



九州沖縄地区

有明工業高等専門学校学  校  名

臣を ホ又
曰

告   ■′、  土    ―
向  

“

  [己  
―

コ チ

マ ネ ー ジ ヤー 高 木 康 平

人
学年 団体

車男 子 選 手 名

民
υ

たのうえ たくや

田 上 拓 弥

員
Ｕ

つ

こ

いけがみ たかひて

池 上 貴 英

４

，
り
、Ｕ

=だけかわ ひろゆき

武 り|1 浩 之

４

，
Л
４

にしかわ かずたか

西 り|1 和 孝

４

，
員
υ

やの ふみや

矢 野 史 也

‘

，

ふじもと しゅんいち

藤 本 駿 ―
＾

ｖ

ｎ
∠

「

′

~~お
かざき ゆうすけ

岡 崎 雄 介

０
∠

０
●

よした こうへい

口 康 平」=
「

コ

■:調 :

学  校  名 八代工業高等専門学校

臣を ふ又
曰

コ チ

マ ネ ー ジ ャー

人
学年 団体女 子 選 手 名

うらもと あけみ

浦 本 明 美
員
υ

くすもと かすみ

楠 本 香 純
瞑
Ｕ

４

．山 口 祐 佳

やまぐち ゆか

ほんだ ちえ

本 多 千 恵
４

，

‘

，

ｎ
０ ②

員
υ

よしだ あゆみ

吉 田 あゆみ

つ

こ
Ａ
一Ｖ

かもうけ ちあき

鴨 池 智 耀

「

′

ｎ
０

■■■
■■■■

Eヨ||[ヨ
■■|□

学  校  名 北九州工業高等専門学校

白 神   宏ホ又
目

臣4=

コ チ 本 郷 ― 隆

??.-i,r- 」ヒ 敦  士

人
学年 団体男 子 選 手 名

民

） ②
ほんだ としき

本 田 隼 生

仄
υ ②

Ｏ
ι

~二
Fか7)しょうへい

中 野 翔 平

民

υ ②
う
０

′ヽ、くだ りょう

 遼福  国

民

υ ②

~″こまつ 。. 
言成小 松

４

，

う
０ ②

瞑
Ｊ

~¬
ま ともや

灘 波 朋 也

う
０

おおつる よしひて

大 鶴 佳 秀
●
Ｕ

●
ｕ ②

~~吾
百「三ゆうや

北 口 裕 也
７

′

② ②

~葛くわ
Tと 人‖| .小  ′

■HII[ヨ
■■1国

学  校  名 有明工業高等専門学校

臣を ホヌ
目 中 島 洋 典

コ チ
●●

・   ■′.ヽ    ●0●・    ―
口  仏  嘔  一

マ ネ ー ジ ヤー 木 麻 帆

女 子 選 手 名 学 年 団体
人

福 車

さかぐち のぞみ

坂  口   望
5 ② ②

2
´ヽ、くむら みささ

福 本寸 美紗岐 5 ②

3
はぜもと ゆい

析 唯フτ
5

4
うしじま ゆか

牛 島 由 夏 4 ②

5
しみず

響
｀
佳~レ  EE.~ 

水清
3 ②

6
さ
::ぐ

ち

』

き

起坂 ロ 2 ② ②

7
あいさか ちえ

相 坂 千 恵 2 ②

8
いとう みさと

伊 藤 実沙都 1 ②
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中 島 ,羊  典

① ① ①

① ①

① ②

①

①

①

① ①

①

久保田   智

① ①

2 ① ①

う
０ ① ① ①

①

①

①

田

①

②

②

ワ
乙

~~~¬

^ |
°

|

「

~~~¬
l   l

l l

「

「

~

L_上__

①

②



学  校  名 久留米工業高等専門学校

臣
′

=
ホス
目 龍 頭 信 二

コ チ 原   卓 伸

マ ネ ー ジ ャー 東   知 希

人男 子 選 手 名 学 年 団体
福 重

園暫稼
お
生 員

υ ○

ｎ
∠

たなか ゆうき

田 中 佑 樹
４

， ○

③
よしがい なおと

吉 開 巨 都
う
０ ○ ○ ○

４

．

もり りゅういちろ

森   隆―郎
●
Ｊ ○

はらぐち しゅんぺい

原 口 駿 平
う
０

ａ
Ｕ

釜

力

[iた

がく

缶
う

こ ○ ○

７

′

たなか りょう

田 中   涼
つ

こ ○

（
０

もとむら はじめ

本 村   肇 ○

■
■

学  校  名 久留米工業高等専門学校

臣を 欺
目 二信百

ｘ
一ロニ

龍

コ チ 武 藤 浩 行

マ ネ ー ジ ャー 西 見 周 子

女 子 選 手 名 学 年 団体
1値 人

福 重

なかむら みき

中 村 美 希 5

2
ひろかわ まりこ

廣 り|1 真梨子 ○ ○

3
おおつやま ゆりか

大津山 ゆ りか 4 ○ ○

4
こしま みさき

小 嶋 美 咲 3 ○ ○

5
うらた めぐみ

浦 田   恵 3 ○

6
もり あやな

~~

森   彩 奈 2 ○

7
いわもと

』
さ
起↓

 ¬
" ハ店 ○

8
かわむら ゆリ

川 村 ゆ り 1 ○

1

5 ○

①
′ヽ

ノヽ

4

1
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栄 光 の 記 録

人 場 千重LI 1  イ立 2 位 , 位

第

回

旭

川

団体 官  城 長   岡 佐  世 保 釧  路

個人

(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(官 城 )

小 林

池

(旭

俊

為

川

仁
弘
)

阿 部 サ1頂 一

吉 井 ■l 浩

(苫 小 牧 )

個人

(単 )

小 林 俊 仁
(旭 川 )

池   為 弘
(旭 川 )

本 間

(長
道 英

岡 )

第

回

官

城

団体 官  城 旭  川 佐 世 保 長  岡

個人

(複 )

昆
太

(

野

田

官

良 久

博 道
城 )

小 野
松 浦
(官

裕
勇

城 )

′
lヽ

谷
(

馨
貝l」

)

山

茂

福 井

玉 村 嘉 男
小 竹 原 勝 浩
(福 井 )

個人

(単 )

昆 野 良 久

(宮  城 )

金 山

(高
尚 幸
松 )

j、

( 井

馨
)

山
,‐
ヽコ

小 野   裕
(宮 城 )

第

回

福

井

団 体 昌 城 長  岡 福  井 旭  川

個人
(複 )

土 田  実
上 田 外 志 夫
(富  山 )

堀 河
永 桶
(長

定

俊 一

岡 )

野  裕
浦   勇

宮  城 )

小
松

(

大 須 賀 弘 行

竹  内  実
(宮  城 )

個人

(単 )

弘 行
城 )

大須 賀
(宮

山 本
(旭

憲 幸

川 )

尚 幸
松 )

金 山

(高
大 久 保 ひ とし

(舞  鶴 )

第
匹」

回 子

米

団 体 長   岡 米   F 新 居 浜 鶴  岡

個人
(複 )

中 本 泰 司

山 本 明 良

(米  子 )

山 田 和 彦
大 須 賀 弘 行

(宮  城 )

寿 一

健 逸
戸 )

田 沢
館 山
( ノヽ

涌 井 正 樹
神  田  実

(長  岡 )

個人

(単 )

中 本 泰 司

(米  子 )

日 野   豊
(新 居 浜 )

砂 野 修 治

(新 居 浜 )

小竹 原 勝 浩
(福  井 )

第

五

|「]

新

居

浜

団 体 新 居_医 長  岡 米  子 宮  城

個人
(複 )

涌 井 正 樹

神  田  実

(長  岡 )

日 野   豊
砂 野 修 治

(新 居 浜 )

寿 一

健 逸
戸 )

田 沢
館 山
(人

大須 賀 弘 行
工 藤 洋 之
(宮  城 )

個人

(単 )

涌 井 正 樹
(長  岡 )

日 野  豊
(新 居 浜 )

中 本 泰 司
(米  子 )

林  浩 一 郎

(長  岡 )

第
ハ

回

ヨヒ

九

州

団体 新 居 浜 米  子 宮  城 石  川

個人
(複 )

白 石 健 司

堀 内 敬 一

(新 居 浜 )

中 野 浩 之

酒 井 充 英
(石 川 )

林 浩 一 郎

岡 村 孝 生

(長 岡 )

小 野 隆 則
小 島  克

(北 九 州 )

個人

(単 )

,′ 11

`ll

‐
郎林

′
ヽ 長 岡 )

中 本 泰 司
(米 r)

山 本 明 良
(米 子 )

蜂 谷  |1頂

(茨 城 )

第
七

回

奈

良

|」 体 石  川 米   r 高  知 福  島

個人
(複 )

酒 井 充 英

中 松 章 一

(石 川 )

南  康 一

平 沢 則 昭
(福 井 )

浩

孝 生

岡 )

伊 藤
岡 村
(長

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

個人

(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

南  康
(福 井 )

吉 見  正

(茨 城 )

山 根
(津

直 樹

山 )

第
ノヽ

回

東

只

|サ1体 福  島 新 居 浜 長   岡 富  山

個人

(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

坂 井 政 彦

前 田 栄 造
(富 山 )

小 田 高 博
北 村  竜

(高 知 )

鶴
秋
/
ヽ

田 浩 康
I  亨

居 浜 )

世

個人

(単 )

小 田 高 博
(高 知 )

山 根
(津

直 樹

山 )

小 谷  !青 史

(米 子 )

中 西

(東
英
只

夫
上

第
九

回

-11‐

自

小

牧

団体 福  島 新 居 浜 旭  川 東 りl(

個人
(複 )

大 場 岳 史
田 口 義 紀
(仙 台 電 _波 )

大 田  海

阿 部  浩

(鶴 岡 )

城 戸 吉 巳

秋 山  亨
(新 居 浜 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東 京 )

個人

(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚 俊 三

(福 島 )

酒 井 謙 一

(福 島 )

秋 山  亨

(新 居 浜 )
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大
′ 、 ′ 、

場
「

| | 1  位 2 位
つ
Ｊ

第

十

回

,‐
■コ

島

|‖ 体 福   島 新 居 浜 佐 世 保 旭  川

個人
(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚 俊
薄 葉  淳
(福 島 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東 京 )

田 中 博 幸

||| |1 誠

(佐 世 保 )

個人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島 )

飯 塚 俊 _

(福 島 )

井 出 利 秀

(佐 世 保 ) (佐 世 保 )

渡 邊 清 隆

第

十

回

かZゝ

,ロ

鹿

団 体 佐  世  保 茨  城 津  山 都   立

個人
(複 )

井 出 利 秀
渡 邊 清 隆
(佐 世 保 )

西 田 光 宏

谷 本 直 文

(高 知 )

金 浦 新 吾
横 井 善 充

(新 居 浜 )

薄 葉  淳

福 田 健 太 郎

(福 島 )

個人

(単 )

井 出 利 秀
(佐 陛 保 ) (佐 世 保 )

渡 邊 ?青 F空 葉薄
(

`

早

)福  島

堀 部 豊 美
(苫 小 牧 )

第

十

回

津

山

団 体 佐  世 保 熊 本 電 波 都   立 福  島

個人
(複 )

六 嘉 孝 信
郷 健 太 郎
(熊 本 電 波 )

堀 込
元 吉
(都

竜 也

光 一

立 )

辻  勉
木 下  聡

(佐 世 保 )

西 村  雄
渡 邊 清 隆
(佐 世 保 )

個人

(単 )

渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

二 十  ユ
ノL 「コ   ノし

(都 立 )

細 川
(奈

智 之
良 )

真 二

部 )

田 中

(宇

第
十

日

新

居

浜

団 体 佐  |十  ィ呆 熊 本 電 波 福  島 富  山

個人

(複 )

渡 邊 清 隆
濱 野 達 矢
(佐 世 保 )

野 原

作 内

(富

嘉 親

宗 明

山 )

林   禾|」  和
樋 口 二 明
(新 居 浜 )

若 林
楢 原
(神 戸 市 立 )

政 昭
健 蔵

個 人

(単 )

渡 邊 清 隆
(佐 世 保 )

久 保

(高
正 高

知 )

本 木  実
(熊 本 電 波 )

斎
(

藤 賢
)秋 田

第

十

四

回

肯ヒ

本

|‖ 体 熊 本 電 波 東  京 福   島 新 居 浜

男

子
′
・

個人

(複 )

中 島
坂 巻

(東

信

五

只

頼
貴「
)

上 野 敏 弘
本 木  実
(熊 本 電 波 )

高 畑 憲 明
持 本 治 幸
( 呉  )

蔵 本

(石

|,]
山
ロヨ 岡」

茂 雄
川 )

個人
(単 )

中 島 信 頼
(東 京 )

本 木  実
(熊 本 電 波 )

田 中

( 旭

5ヒ ノヽ
り|| )

高 畑 憲 明

( 呉  )

女
子

個人

(複 )

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新 居 浜 )

安 藤 里 美

新 宅 博

`(奈 良 )

松 原 ゆ か り

斎 藤 早 智 子

(旭 川 )

中 村
及 川

( 一

律 子
由 紀

関 )

個人

(単 )

松 原 ゆ か り

(旭 り|| )
11 11
/  rf
 ヽ 同

真 奈
知 )

酒 木 亜 希 r
(津 山 )

安 藤
(奈

里 美
良 )

第

十

五

回

神

戸

団 体 福  島 石  川 旭  川 宇  部

H
フフ

子

個人

(複 )

井 上 晃 志
井 上 大 輔
(新 居 浜 )

田 尻 真 ‐

柴 垣 竜 ‐

(熊 本 電 波 )

小 西

松 尾

(石

テ熟 ■1

富 雄

川 )

松 尾 勝 司

鎌 田 聡
(苫 小 牧 )

個人
(単 )

中 村  ―義
(福 島 )

蔵 本

(石
茂 雄
川 )

田 尻 真 一

(熊 本 電 波 )

藤  毅
奈 良 )

安
(

女
子

個人
(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良 )

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新 居 浜 )

石 橋 友 加

平 田 宏 美
(有 明 )

斉 藤 早 智 子

松 原 ゆ か り

(旭 川 )

個人

(単 )

安 藤 里 美
(奈 良 )

松 原

( 旭

ゆ か り

川  )
L野 真 奈
(高 知 )

子 尾 な み

(高 知 )

茨

城

宇   部 苫 ′
1ヽ  牧 福  島 新 居 浜

男

子

個人

(複 )

立 石 健

城 戸 幸

(有 明
`■

1■

lロ

)

本 田 秀

岡長

輝
)

松  原

(

小 笹  優
渡 辺 秀 樹
(福 島 )

井 上 大 輔
宮 本 誠 司

(新 居 浜 )

個人
(単 ) 良奈

藤安
(

毅
)

塩 見 浩 i

(新 居 浜 )

松 岡

(宇
利 幸
部 )

ルァィ・ハンジヤヤ

( 鈴 鹿 )

女

子

個人

(複 )

泉 真 由 美
築 城 久 美 子
(奈 良 )

二 次 真 美
柴 垣 知 美
(熊 本 電 波 )

平 田 宏 美
宮 本 理 恵
(有 明 )

三篠 公 美 子
高 橋 千 春

(苫 小 牧 )

個 人

(単 )

平 田 宏 美
(有 明 )

柴 垣 知 美
(熊 本 電 波 )

松 原 ゆ か り

( 旭 りII )
谷  智 美

( 呉  )
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第

十

六

回



大
∠ヽ
7ヽ

4́、 J丹 千菫目 1     イ立 2 位 3 位

第
|‐

―七

回

米

子

団体 学  部 有   明 長  1司 奈  良

りj

「

個人
(複 )

安 藤  毅

岸 谷 征 典
(奈 良 )

松 尾 勝 |「
|

鎌 田  聡

(苫 小 牧 )

立 石

城 戸

(有

健 一

幸 信
明 )

松 原  輝
高 橋  章

(長 岡 )

個人

(単 )

,藤 毅
)

安
( 奈 良

|1角 橋

(長 岡

章
)

安 田 春 _
(高 松 )

牧 嶋 隆 光
(有 明 )

女

r

個人

(複 )

泉 真 由 美
築 城 久 美 子
(奈 良 )

高 橋 千 春
戸子 台 明 日香
(苫 小 牧 )

岩 佐 美 佳

稲 田 真 由 子
(米 子 )

福 島 千 夏
渡 辺 真 由 子
(石 川 )

個人

(単 )

泉 真 由 美
(奈 良 )

松 原 ゆ か り

(旭 川 )

青 山 美 由 紀
(秋 田 )

稲 田 真 由 子

(米 子 )

第

十
ノk

回

ノヽ

戸

団体 苫 ノjヽ 牧 有  明 佐  世  保 福 島 千 夏

男
子

個人
(複 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良 )

鎌 田 聡

井 ロ ー 行
(苫 小 牧 )

板 橋 淳 一

古 橋  健

(仙 台 電 波 )

磯 部 貴 弘

堺  博 明

(富 111)
個人

(単 )

エディ・スウェイト

(久 留 米 )

員

(

章
)

橋

「
,て 司|

鈴 木 直 人
(福 島 と

福 家
(奈

信 洋

良 )

女
r

個人

(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂

(有 明 )_

松 原 ゆ か り

楠 野 由 佳
(旭 川 )

伊 藤 寿 子
大 久 保 範 子

(宮 城 )

泉 真 由 美
築 城 久 美 子

(奈 皇 )

個人

(単 )

柴 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

永 松 瑞 穂

(有 明 )

泉 真 由 美

(奈 良 )

鴨 川 奈 緒

(東 京 _)

第

十
九

回

舞

鶴

団体 奈  良 函  館 北 九 り」 呉

男

子

個人

(複 )

浅 野 慎 吾

古 橋  健

(仙 台 電 波 )

辻 本
小 池
(官

智 彦

幸 裕
城 )

孝
品

代

日ll

国
(

円

田

プt

彦
士

)

下 田 託 郎
小 りll 修

(苫 小 牧 )

個人

(単 )

古 橋  健

(仙 台 電 波 )

本 山 宏 1

(呉 )

福 家
(奈

信 洋
良 )

局

(
「

,て 司

章
)

女

子

個人
(複 )

平 田 宏 美

永 松 瑞 穂

(有 明 )

稲 田 真 由 F
佐 藤 久 美

(米 子 )

植 松 悦 子

塩 崎 雪 乃

(新 居 浜 )

伊 藤 寿 子
大 久 保 範 子
(官 城 )

個人

(単 )

柴 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

永 松 瑞 穂
(有 明 )

稲 田 真 由 子

(米 子 )

鳴 川

(東
奈 緒
京 )

第

十
日

大

分

団体 人  代 宇  部 旭  川 佐 世__堡

甲
フフ

」

「

個人
(複 )

辻 本 智 彦

小 池 幸 裕
(宮 城 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良 )

宮 崎 宏 志
川 田 恵 寛

(宇 部 )

渡 邊 泰 彦

高 橋 正 三

(函 館 )

個人

(単 )

甲 斐 義 樹

(北 九 州 )

宮 崎 宏 志

(宇 部 )

伊 藤
(秋

聖 幸

田 )

小 池 幸 裕
( 官 城 _上

女

子

個人
(複 )

森 崎 優 子

富 田 祐 加

(ノヽ 代 )

渡 辺 真 由 子

稲 沢 理 代
(石 川 )

鳴 川
川 畑

(束

奈 緒

千 尋
京 )

高 橋 千 春

戸 子 台 明 日香
(苫 小 牧 )

個人

(単 )

柴 垣 智 美
(熊 本 電 波 )

楠 野
(旭

由 佳
川 )

稲 沢

(石
理 代
川 上

堀 内 智 美

(都 城 )

第

十

回

岐
阜

団 体 ノヽ     イ`こ 仙 台 電 波 苫 ′」ヽ 牧 呉

田
フフ

子

澤 田 浩 介

有k  lL   ラム

(高 知 )

斯 波 順 一

齋 藤 太 賀 哉

(都 立 )

板 橋 明 智

吉 開 亮 介

(有 明 )

安 藤 俊 雄

鹿 屋 啓 一

(詫 間 電 波 )

個人
(単 ) 山

博堺
(

明
)

今 村 悦 郎
(新 居 浜 _1

大 江

(岐
裕 介
阜 ) 小 牧

仲 山 久 也

女
子

個人
(複 )

鳴 川
川 畑

(東

奈 緒
千 尋
京 )

富 田 祐 加

森 崎 優 子

(人 代 )

渡 辺 真 由 子
稲 沢 理 代
(石 りtL)

裕

香 織

中 野

田 中

(新
個人

(単 )

鴨 川 奈 緒
(東 京 )

山 内 沙 織
(新 居 浜 )

堀 内 智

都 城

美
上(

楠 野 |

(旭 リ

ll

ll

佳
上

|

-45-

個人

(複 )



大
′ ヽ

場
ノ 、

種 [| 1  イ立 2   イ立 3

人  代 高   知 りt 官  城

個人

(複 )

史
則
＞

崇
彰
城

木
原
官

鈴
菅
く

園 上 豊 和
岩 本 雄 治 朗
(人 代 )

澤 田 浩 介
横 山  弘
(高 知 )

哉

朗

＞

賀

二

‥

太

文

コ、．
郭

藤
木
ィ

齋
鈴
＜

男

子
個人
(単 )

容
＞

章

京

毛
東

成
く

澤
旭

滝
く

喜  七

「
ミ ′C♪

川 )

横 ||1 弘
(高 知 )

澤 田
(高

介

＞
浩
知

個人

(複 )

堀 内

臼 井

(都

美
美
＞

智
真

城

木

内

ゝ
ロ

ー
コ

，
ｙ

＝
ロ

瑞 恵
沙 織
浜 )新 居

東  生 恵
稲 沢 理 代
(石 川 )

尋
子
＞

千
紀

京

畑
ｊ
東

川
林
＜

第

二
十

二
回

ノヽ

王

子

女

子
個人

(単 )

美
＞

智
城

内
都

堀
＜

山 内 沙 織
(新 居 浜 )

沢

石

稲
＜

理 代

川 )
東
( 鹿 児 島 )

久 美 子

団 体 北  九 州 東  京 仙 電 波
′ヽ
:: 新 居 浜

個人
(複 )

輔

紀
＞

耕
友

州九

田

田

ヒ

山

有

＜
一

智

介

＞

明

見

り1

橋
開
有

板
吉

＜

樹
篤
＞

真
　
子

奇

二

ｌ

Ｋ

Ｊ

　

、
フ

大
宮

く

容

司

＞力t

成 毛
川 路

(東

章

武男

子
個人

(単 )

容

＞

章

京

毛
東

成

＜
山

一月 力1

横

く

弘

＞ 米

崎官

＜

篤

＞

上

人

園

＜
一

■
４

ヽ
ノ

豊

代

個人
(複 )

美
生
＞

由
弥
州九

元
本
ヒ■

４

則
福
く

美
美
＞

智
真

城

内

井
都

堀

臼
＜

隠 地 宏 恵
川 崎 可 奈 子
(奈 良 )

川 畑
大 山

(東

尋
香
＞

千
美
京

第

二

十

二

回

1打

国

女

子
個人

(単 )

福 本 弥 生
(北 九 州 )

則 元 由 美
( 1ヒ  九 り‖ )

山 内 沙 織
(新 居 浜 ) 秋

岡 田 真 理 子

団体 」ヒ 九 州 人  代 苫 ノ
|ヽ  牧 仙 電 波

′ 、

|,

個人

(複 )

輔

紀

＞

耕

友

洲九

田

田

ヒ

山

布

＜

園 上 豊 和
岩 本 雄 治 朗
(人 代 )

紀
介

＞

知

陽
山

澤

井
富

松

沢
く

奥 山 洋 輔
立 花 亮 平
(仙 台 電 波 )

男

子
個人

(単 )

吉 開 亮 介
(有 明 )

容
＞

章

京

毛
東

成

＜
奥 山 洋 輔
(仙 台 電 波 )

平

く 鹿 児 島 )

司 旭 洋

個人
(複 )

則 元 由 美
福 本 弥 生

(北 九 州 )

尋
香
＞

千
美
京

畑
山
東

川
大
＜ 詫 問 電 波

平
リ
　
ニ

里

´

―

コ

槍

井

奈
美

可
絵

隠 地 宏 恵
川 崎 可 奈 子
(奈 良 )

第

二
―

四

回

函

館

女

子
個人

(単 )

福 本 弥 生

(北 九 州 ) 明

田●
●

，
つ 恵 理 香

石 )

恵

＞

宏
良

地
奈

隠
＜

則 元 由 美
(北 九 州 )

団体 北  九 州 東  京 富  山 佐  1性 保

個人
(複 )

輔
紀
＞

耕
友

ナ九

田

田

ヒ

山
有
＜

尚

和
＞

仁
裕
州九

村

田
ヒ

奥
内
＜

篤
也
＞

達
子

奇１

１

Ｋ

ナ

、
一／

官

筒

＜ 詫 間 電 波

野
木

北

元

樹
輔

靖
大男

子
個人

(単 )

尚

＞

仁
ナ九

＋
リ

未

―
レ
し

奥
＜

樹
の

口

，

靖
争

野
犀一

こ

レ
し

〓
ｒ

■
●

＜

大 澤 壮 史
(苫 小 牧 )

児
＞

孝
松

井
高

安
＜

個人
(複 )

隠 地 宏 恵
川 崎 可 奈 子
(奈 良 )

紀
奈

＞

美
広

明

木
部
有

柿

岡
＜

子

香

＞

林 美
大 山

(東

糸己
当螢

メ
=

只

子

＞

有

不

條

明

田●
ｅ

，
● 恵 理 香

第

二
十

五

回

呉

女

子
個人
(単 )

恵

＞

宏

良

地

奈

隠

＜ 明

田●
こ

い
， 恵 理 香

石 ) 商 船 )

佐 伯
(富 山

有 希 子 か お り

館 )

瓶

函
三
＜

団体 北  九 州 富  山 有  ワl 苫  /」  ヽ 牧

個人

(複 )

輔
紀
＞

耕
友
州九

田

田

ヒ

山
有
＜

奥 村 仁 尚
内 田 裕 和
(北 ノL州 )

輔
順
＞

大
敬
ち居

智
木
新

越
真
＜

茂

大

浜

樹
輔
＞

曽 我 部
高 橋

新 居
男

子
個人
(単 )

内 田 裕 和
(北 九 州 ) (北 九

＋
り

＋
↑奥 尚

＞

仁

リ
大 澤 壮 史
(苫 小 牧 )

謙
良

井
奈

笹

＜

個人

(複 )

奈

紀
＞

広
美
明

部

木
有

岡
柿
＜

恵
子
＞

宏
友
良

地
村
奈

隠
木
＜

大 山 美 香
鈴 木 加 津 美
(東 京 )

美
佳
＞

彩
静
ぉ居

智
井
新

越
酒
く

第

二

十

六

回

iLlt

女

子
個人

(単 )

美

＞

青

ヽ
１
●
′―

野
人

栂
＜

一沙
＞

美

明

木
　
・
有

■
Ｈ
‘
ヽ

■
Ｔ

　

一

恵

＞

宏
良

地
奈

隠

＜
か お り

館 )

瓶

函
三
＜
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大 ユヽ

′ヽ
メ:( 場 種 || 2 位 3 位

第

十
七

回

牧

園

1川 体 北  九 州 富   山 明  石 秋   田

中
フフ

子

個人

(複 )

上 田 淳 一

峠 畑 陽 平

(北 九 州 )

森 川 智 也

岡  憲 司

(高 松 )

苛 崎 康 弘
山 下 茂 喜
(富 山 )

阿 部 真 樹
千 田 章 裕
(宮 城 )

個人

(単 )

有 田 友 紀
(北 九 州 )

伊 藤
(秋

広 明

田 )

安 井 孝 児
(高 松 )

生 田 目 晃 志

(東 京 )

女

子

個人
('ヒ,電 )

馬 瀬 口 奈 都 絵

松 井 は る か

(富 山 )

野 口 真 奈 美
下 村 美 奈 子

(米 子 )

栂 野 晴 美
上 田 知 里

(人 代 )

柿 木
立 山

(有

美 沙

喜 美 恵

明 )

個人
(単 )

栂 野 晴 美
(人 代 D_

柿 木 美 沙

(有 明 )

久 保 静 佳
(鳥 羽 商 船 )

佐 伯 由 希 子

(富 山 商 船 )

第

十
ノゝ

回

宮

山

1寸1体 ヒ 九 州 富  ||| 秋  田 明  石

国
ノフ

子

個人
(複 )

峠 畑 陽 平

阿 部 陽 輔

(北 九 州 )

辻 永 圭 吾

伊 藤 広 明
(秋 田 )

高 崎 康 弘
山 下 茂 喜
(富 山 )

中 西  亮
大 石 勇 佑
(富 山 )

個人
(単 )

安 井 孝
(高 松

児
)_

長 嶋 隆 一

(明 石 )

辻 永 圭 吾
(秋 田 )

三 井 淳 基

(北 九 州 )

女

子

個人
(複 )

馬 瀬 口 奈都絵

松 井 は る か

(富 山 )

栂 野 晴 美
上 田 知 里

(人 代 )

赤 瀬 美 紗
米 元 麻 由 美

(大 島 商 船 )

勝 又 礼 奈
久 保 静 佳
(鳥 羽 商 船 )

個人

(単 )

栂 野 晴 美

(八 代 )

柿 木
(有

美 沙

明 )

松 井 は る か

(富 山 )

久 保 静 佳
(鳥 羽 商 船 )

第

十
九

回

東

基

北  九 州 鶴  岡 明  石 有  明

ロ
フフ

r

個人

(複 )

中 嶋 祐 紀

峠 畑 陽 平
( 」ヒ ノt りヽ11 1

安 孫 子 拓 也

晴 山 桂 輔

(宮 城 )

大 沼 喜 也

菅 原 康 之

(鶴 岡 )

中 田 孝 広

山 光 唯 斗
(釧 路 )

個人

(単 )

伊 藤 広 明
(秋 田 )

森 川
(高

智 也

松 )

拓 弥
明 )

田 上

(有
生 田 目 晃 志

(東 京 )_

女

子

個人
(複 )

馬 瀬 口 奈都 絵

松 井 は る か

(富 山 )

沖 堀 桐 子
貞 安 美 奈
(大 島 商 船 )

舟 腰 磨 結 実

粕 谷 知 里

(鶴 岡 )

猿 渡  都
柿 木 美 沙
(有 明 )

個人

(単 )

松 井 は る か

(富 山 )

舟 腰 磨 結 実
(鶴 岡 )

藤 真 美
旭 川 )

佐
(

栂 野 晴 美
(  ノk 千ヽ  )

第

十

回

団体 ヒ 九 州 高  松 有   明 鈴  鹿

中
フフ

子

個人

(複 )

池 上 慶 祐
田 上 拓 弥

(有 明 )

中 田 孝 広

山 光 唯 斗
(釧 路 )

木 村 昂 史

堤  良 広

(北 九 州 )

山

辻

下

富

茂 豊:

大

)

広

( 」」

個人
(単 )

峠 畑 陽 平

(北 九 州 )

堤  良 広

(北 ノt州 )

田 孝 広

釧 路 )

生 田 目 晃 志
(東 京 )

女

子

個人
(複 )

馬 瀬 口 奈都絵

松 井 は る か

(富 山 )

舟 腰 磨 結 実

粕 谷 知 里

(鶴 岡 )

堀 桐 子
安 美 奈
島 商 船 )大

|″

:!メ
(

佐 藤  南
小 野 寺 菜 穂
(一 関 )

個人

(単 )

松 井 は る か

(富 山 )_

佐 藤 真 美
(旭 川 )

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

柿 木

(有
美 沙

明 )

第

十

回

新

居

浜

男
子

団 体 北  九 州 高   松 鈴  鹿 有   明

個人
(複 )

木 村 昂 史

堤 良 広

(北 九 州 )

田 上 拓 弥

池 上 貴 英

(有 明 )

新 居 良 紀
近 藤 啓 太
(新 居 浜 )

中 田 孝 広

山 光 唯 斗
(釧 路 )_

個人

(単 ) 」ヒ

本| 昂
九 州

史
)

木

(

森
(

μ l.

|,'1 れヽ

史
)

中 田 孝 広

(釧 路 )

辻
(

広  大

富 山_⊇

女
子

|』 体 鶴  岡 富  山 新 居 浜 近 畿 地 区盤 抜

個人
(ネ多1)

舟 腰 磨 結 実

粕 谷 知 里

(鶴 岡 )

松 井 は る か

山 下 奈 穂
(富 山 )

的 場 梢
村 上 由 衣

(新 居 浜 ) 船

沖 堀 桐
貞 安 美

(大 島 商

子

奈

)

個人

(単 )

ま る か

山 )_
松 井

(富
| 沖

(大
堀

島

桐

商

子

船 )

lit

′」

`■
‐

川 口 愛
(近 畿 大 )

山 口 祐 佳
(人 代 )
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大 場 柿 || 1  イ立 2  位
り
詢

第

十

回

|ス

館

申
フフ

子

」ヒ 九 州 高  松 小   山 有   明

個人
(複 )

北 田 裕 也
小 川 直 人
(北 九 州 )

黒 子
嶺 井
(小

征 宏
幹 彦
山 )

平 澤
細 川
/ 占
 ヽ I● ]

優 一

隆 喜

松 )

円 上 拓 弥

岡 崎 雄 介

(有 明 )

個人
(単 )

木 村
(北 九

昂
リ

史
)||

辻
(

広  大

富 山 )

平 澤 優 一

(高 松 )

堤
(

良 広

北 九 州 )

女

子

団 体 鶴  岡 富 山 商 船 鈴  鹿 'ffi [r
個人
(複 )

河 村 美 咲
古 城 朋 子
(徳 山 )

粕 谷 知 里

舟 腰 佳 織

(鶴 岡 )

村 上 真
山 本 智
(弓 削 商

希
r・

舟合 )

山 下 奈 穂
山 崎 由 貴
(富 山 )

個人
(単 )

沖 堀 桐 子
(大 島 商 船 )

貞 安 美 奈
(大 島 商 船 )

三 浦 千 佳

(一 関 )

粕 谷 知 里

(鶴 岡 )

ロ
フフ

子

団体

個人
(複 )

個人

(単 )

女

子

|」体

個人
(複 )

個人
(単 )

ロ
フフ

子

|■1体

個人
(複 )

個人
(単 )

女
子

団体

個人
(複 )

個人

(単 )
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POCARI
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曰口狙を集めて当てよう !

キヤンベーン:

2009.7.10～9.300
期間中、ホカリスエット対彙商品のラベル及びシールの裏に印字されたシリアルコートを必要口数集めて、ハソコン

または携帯電話てキャンヘーンサイトにアクセス.応募すると、毎月抽選で'`みんなの全力
¨
応撮賞品が当たる!

ホカリスエントハウタ~1■ (5●入, 5ホ イント

対 象 商 品

バ囃b`_、 フ´″0●
“',,,

"

キヤンヘーンの諄網 とこ痣

"は

■
√

感

ケータイはこちら ホカリスエットキヤンベーン事務局

ド http=llpocari.jp 03‐3575‐1621

■４
一

ｎ０ＡＵｎ
Ｕ■４

名●

、 y
)

ロ

「′

“
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受付 時間 /平 曰 9:00～ 17:00(■・日・■ 日を餘 く平 日 )

ポカリスエットを飲んで

１

■ヽ

∠

戸¬■
.‐

‐   ・ `・ ■.||:  ::|. _   __・   .‐
 ,1‐ `′

.メ
_|

翻
『
一

０
‘一■
　
　
一

Ｌ

に嘔
障‐
―
」

山

[ EI

‘

７

毎月、拍週でみんなを

応援する■品が当たる !

合計



■
■
■
■

スクールスポーツに

新しい驚きと満足を。それが、

ギャレックス・クオリティ。

今では当たり前のカラフルなトレーニングウェア

を、いち華く学校体機饉
`こ

取り入れたのは、ギャ

レックスでした。新 しい驚きと満足をもたらすス

ポーツウェアで.子 どもたちの生活を明るく,か

に変える」それがギャレックス・クオリティです。

エコロジーヘの取 り組みもそのひとつ。未来の

地球環境を守るために、製品リサイクルを積極的

に達めています。これからも私たちは r環境と健

康 ,と いう企業理念のもと、新しい価鮮を持つス

クールスポーツウェアの創造に挑戦し続け.子 ど

もたちの快適な生活環境づくりや、心と体の健康

づくりに貢献します。

'1ヽ
.ヘ

67381,t

●アiS“ t

・ヽ
ヽ

ヽ

な

《▼豊曇堅

ヽ
・

ヽ

ヽ

‘

nriP rrrr C.l.r rpl E-o.,r 'nioaa.r.r Ip

● .

● |

●   ●

●●
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お■得キャンペ～ン

～8。31まで

日ごろのご愛籠に感謝 して特 別 セ ール を実 施 します

′

″
ヽ

こノ

「rlい /・ りぽ
」ソ ノノ _ム 上J

r/
__“ J_″ コ

=

ri澤 ノ:|`ニ ク |′ ン′」~11 `]札し1lFノ ク
`=」

二;ir′ _:

loダース 16,300円 [

※通常価格 10ダース 19,800円

コック
●´
′ ヤ トル

10ダース 16,000円 |

※通常価格 10ダース 181500円・ _・・

●
■
′
‘

』
鷺

・
黎
嗜

●
■
ｒ

■
　

，
０

・
“
Ｌ
●

一

|||
|

||||

■ 日 ■
■ ■

20001年

期間延長

「
」‐

′

目日は一打:=しかすJ

b

、 ′

饉二』 .

_.. 2   
・

ノ1ダ~ライク ′

″
』
ｂ

風 含 前 の 練 習 に 最 適 な シ ャ トル で す

高品質・低価格を実現  高級グース面羽根使用

室内濃度別適正分類表

●

スピート表示書号はキヤップに添僣してあります。

右2の表をご●照ください。

※ご注意ください:国内大手メーカーさんのシャトルよりも

やや飛びすぎる傾向があります.

「

爾¬ ・ 馴〕・

表

TEL 0120Ⅲ
…

73  FAX01204004'72  http:″w"n″ECPC‐ :ab● CO●lp
〒103-0004車 東都中央区東日本■ 2-3-11 メー ,レ i spOrtSec● c-13b CO`p

O株 式会社シービーシー研究所 スポーツ日昌蓼菫邸

「

覇口:(4.0'

5● (5.1)
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アサヒスクールシューズは
健全な足の発育をお手伝いします。

■ 鎮 ‖

2r)yll- 37 rertrr

″

'“
Tl腱みフめ

=口 “
・ ,蜘

エアーベンチレーションクステム

.,`´―卜
"|

絋ガ
ミt:1[::、

_~‐
、ヽ|.._   ..........´ ´́

・

ウ
q>_
' 

′

●
ヽ

＼
(財 )日本中学校体育連盟推薦

アサこコーポレーション九州営業部 ]
`8:Ю《Ю29■円県久ヨ沐●え釘1

F:094237.1,00 FAx〈 ン,42o7・・066
い ルtンター〕ロロ0120‐ 48‐ 1192●姜中女饉十A,m
WWW.“哺け・●h●●●.co.,p

ロ第 44 全国高等専門学校体育大会

がんばれ 久留米高専

す計ス ーリTEL 0942-32-1700

FAX 0942-32-7102

■駐車場あ り

|||

″「
（） 4ヽ 学校

口
＝
】
■

通町四信号

↑

明治通 り 日吉町信

↑

↑
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日吉神社
TT

遺気性と耐久性に晨れたアッパ…素材と自然な足の動きを助長するツインフレックスを採用したアウトソール。

● 1

金」 r

L◆」′r

月 ′

・‐,

ノ

久留米市日吉町 2丁 目73く 日吉小学校正門横〉

「
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「離 よ りも速 く 雄 よ りも強 く」

■戸:予Om80Ш
/     SPO月 75“ε曰月

*,liln i:;ti u**n
=F=811‐ 2207
福岡県糟屋郡志免町南里6-8-1

TEL〕 (092)937-3730 FAXl(092)937‐ 3750

本 社 :〒 700‐ 0985
鶴 山県躊 山市北区厚生 町 2T日 2‐ 9

τEヒ .086‐ 232_0302  FAX.086‐ 225‐ 0,75
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全国大会ご出場おめでとうございます

世界の旅 日本の旅

③名鉄観光
′》 観光庁長官登録旅行業 第55号
・ミこノ (社 )日 本旅行彙協会正会員

サービス
株式会社
rttnヽ 旅行業公正取引
圏習り協 議 会 会 員

薫_JF保証 舎員

〒 840-0813 佐賀市唐人2-5-8佐 賀中央通ビル 1階

T=L(0952)22-9601 FAX(0952)22-9605

おまかせください〃

スポーツイベント/コンベンションの企画立案、クラブ遠征、修学旅行、

研修旅行、グループ/団体旅行、ご家族旅行、宿泊手配、賃切バス、

航空券・JR券等切符手配、旅行傷害保険、旅行券など―

-53-

その 想 いに応 えるた め に生 まれ た スポ ーツギ ア

7

Jざ

ス●●●●●●コンセフトモデルです



通信販売 商品紹介 バドミントンのことならすべてここから !

バドミントン専門店 シヤトルハウスのホームベープ

http ://s h uttl e-h o use.co m

-54-

※電話からのご注文も、お待ちしております。
■通信販売部へのご注文・問い合わせは一TEL:050-5514-8918 FAX10120-342928■ 店舗へは…TEL:06-6647-1095
■〒560∞11大阪市浪速区難波中2丁 目8-87Y03ビルlF  ■E―ma‖ :inb@shu‖ e―housecOm
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Toke the chollenge.

最強オフェンス型ラケット誕生。

新形状の【スーパーデュラブルフレーム1と 【ヘキサゴンシャフト】の

相乗効果で、3U・ 4Uと もにより高いコントロール性を実現させ、

「スウィートスポット」を超える革新的理論「コントロールエリア」の拡大を実現。

高速ラリーを有利に展開する正確性と、高いストリングテンションをも可能にした

ヘキサゴンシリーズ最高で最強の「POWER SHOT NAN0 2300 11exagon」。

ロ スーバーデユラブルフレーム

Кumpoo"自の研究口兒により、フレーム部にお
けるハトメ0幅とストリングの通り■をスリム化し.

フレーム強■を詢10%υ Pさせることに成功.

打球時においてはヘキサヨンシヤフトの「ねじれ」0
軽
"作

用との相彙効彙を発揮し.フレーム0「わじ

れ,が大帽に抑劇され.口安定tも螢Fに向上いた

しました.

E]打球範囲による比較イメージ

,導位■  13.4m

|ねじれ測定検査結果
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全曇     6/5,,,,,     675mm

菫畳     4t, 3U     4U/3U

●し

“

角■    225        26.5・

=当
社の●しれ瀾

=“
フレーム●を日定しクリツプ

●中0から3(ヽ
“

lに3k80■りをセットした場合
の●■となり、僣社のねじれヨ定とは員なります。

゛、

フレーム強菫ガ

"10%UPし
たことにより.11● ■

■の4U:19～ 25オ ンド.3U:20～ 26ネンド(手

●●

“

の場合0フラス2ホ ンドが適正となります)

のテンションに対しても● ■,形 することなく安

定したストリンイングを実■しました.

■つたホイント
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コートの奥から奥へ打つた時

■ 従来呂ラケ外 ¨ 口 鮨
■いOWER 9Ю T NA∞ 2mD ttxa80n● 膊 |□

POWER SHOT NAN0 2300 Hexagon(KR-023S)
Y26.250(本 体価格¥25,000/′ フルカバー付き)

“

日本バドミントン協会検定合格品 (匡ヨ 製品安全協会検査合格品
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里
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素材:カーボンナノチュープ含有ハイモジュラスカーボングラフアイト

カラー:メタリックレッド  全長:675mm  バランス:290mm平均

グリップサイズ(11■ ):4U ・4UG5(80～ 840・ 3U′.・′′3UG5(85～ 898)

適正張力:4U 19～25ボンド・3U・20～26ポンド  シャフト:柔― トーートー■― ① -1 硬
●出●上の菫正壼力は電●●

"の
●合であ̀

,.子
●●●マ螢り上げる0合はプラス2ボンド′邊正晏力と●り,す .

Kumpoo商品全国主要取扱店・全店舗お取り扱い中 !

DEPO ヒ■5,

Kumpoo商品が、皆様の身近でご菫いただけます。また.試打用ラケツトもご用意しております。
実際に見て触つて、Kumpooブランドの良さを実慮してください。
■・各店●によってはお取り書せとなる03もごさいますので.お日合せの上ご栞店くださtヽ.お慰量店の■●はКu:"xoホームベーシてもこ紹介してヽります。

株式会社薫風 .

「
下三禾ラ再顧清|

丼るお問合せ o固 0120‐ 458‐103

ンカrtpノ‰″wッ′々υ
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Hexaq@n

「より速く」そして「より強い」ショットで攻めたいプレーヤーに。

攻撃力のスキルアップを‖指すプレーヤーに。

Take the cha‖ enr.飽くなきチャレンジスピリットを抱く、すべてのプレーヤーに。

Humpoo.
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0こ とから鮨めよう

趙 '■
サイトも

パーコードリーダーから
今,く アクセス |

孜mp∞ |=.'チ ーム マイナス
`'●

11,咆 リロんでいます
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全国高専体育大会の歌

作 詞

作 曲

山 口 誓 子

大 橋  博行 進 曲
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大会ス回一ガン

暑い夏 2009もつと熱くなれ!!

第44回 全国高等専門学校体育大会

シンボルマーク
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長
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